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序
国
際
法
に
お
い
て
「
異
な
る
待
遇
（d

ifferen
tial

treatm
en

t

）」
と
い
う
場
合
、
名
宛
人
を
基
準
と
し
て
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
は
、
各
国
内
の
個
人
ま
た
は
集
団
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
典
型
的
に
は
「
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
積
極
的
差
別
」

と
呼
ば
れ
る
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
個
人
・
集
団
に
対
し
て
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
有
利
な
待
遇
を
付
与
す
る
国
内
政
策
を
意
味
す

る
。
他
方
は
、
国
家
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
待
遇
は
さ
ら
に
、
強
国
に
有
利
な
も
の
と
弱
国
に
有
利
な
も
の
と
に
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
強
国
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
と
は
、
国
連
の
安
保
理
常
任
理
事
国
に
認
め
ら
れ
る
拒
否
権
（
国
連
憲
章
第
二
七
条
三
項
）、
世
界
銀
行
・

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
お
け
る
加
重
表
決
制
（
1
）ま

た
は
核
兵
器
不
拡
散
条
約
に
お
け
る
核
兵
器
国
へ
の
異
な
る
義
務
（
2
）な

ど
、
諸
国
間
の
事
実
上

の
差
異
を
法
的
な
差
異
へ
と
直
接
に
転
化
し
、
強
国
に
対
し
て
有
利
な
待
遇
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
（
3
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
弱
者
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
は
、
諸
国
間
の
力
の
不
均
衡
と
い
う
事
実
を
前
提
と
す
る
点
で
強
者
に
有
利

な
異
な
る
待
遇
と
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
方
向
性
を
完
全
に
異
に
す
る
。
弱
者
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
に
お
い
て
は
、
事
実
上
の
差
異
が
法
的
な

差
異
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
法
に
よ
る
弱
者
へ
の
有
利
な
待
遇
の
付
与
と
い
う
法
的
な
差
異
を
通
じ
て
、
事
実
上
の
差

異
を
緩
和
な
い
し
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
弱
者
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
は
、
一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
に
お
け
る
「
規
範
の
柔
軟
性
（sou

p
lesse

d
es

n
o

rm
es

）」

（
4
）を

は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
原
初
的
形
態
は
す
で
に
国
際
連
盟
期
に
お
い
て
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
本
格
的
に

七
五
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展
開
さ
れ
る
の
は
、
国
際
連
合
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
と
り
わ
け
一
九
六
〇
年
代
の
脱
植
民
地
化
以
降
の
南
北
問
題
の
顕
在
化
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
国
際
経
済
法
、
国
際
環
境
法
、
国
際
人
権
法
ま
た
は
国
際
海
洋
法
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
途
上
国

や
後
発
開
発
途
上
国
に
対
し
て
実
体
的
・
手
続
的
に
有
利
な
待
遇
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
近
年
、
こ
の
よ
う
な
異
な
る
待
遇
の
拡
散
に
伴
っ
て
、
各
領
域
に
お
い
て
同
待
遇
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
分
野
の
専

門
家
た
ち
に
よ
る
研
究
は
、
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
文
言
上
及
び
適
用
上
の
発
現
形
態
を
解
明
す
る
こ
と
に
寄
与
し

て
い
る
が
、
他
方
で
、
そ
れ
ら
研
究
の
欠
点
と
し
て
、
他
の
分
野
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
国
際
法
秩
序
全
体
と
の
関
連
と
い
う
視
点
が
喪
失
ま
た
は

希
薄
化
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
専
門
化
と
断
片
化
と
い
う
問
題
は
、
異
な
る
待
遇
が
各
条
約
体
制
に
拡
散
及
び

深
化
し
た
結
果
と
し
て
み
な
し
う
る
が
、
他
方
で
、
分
野
横
断
的
な
異
な
る
待
遇
の
統
合
的
・
体
系
的
な
把
握
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
失
わ
れ
た
連
環
を
再
生
す
る
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
異
な
る
待
遇
が
果
た
す
複
合
的
な
機
能
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、「
規
範
の
多
重
性
（p

lu
ralité

d
es

n
orm

es

）」
を
め
ぐ
る
論
争
を
分
析
す
る
。
規
範
の
多
重
性
と
は
、「
開
発
の

国
際
法
」
内
部
で
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
異
な
る
待
遇
研
究
の
中
核
を
占
め
て
き
た
理
論
ま
た
は
概
念
で
あ
る
。
現
在
の
異
な
る

待
遇
研
究
と
は
対
照
的
に
、
規
範
の
多
重
性
は
、
弱
者
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
の
領
域
横
断
的
な
分
析
を
可
能
と
し
て
き
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
同

概
念
に
関
す
る
論
争
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
現
在
様
々
な
分
野
で
異
な
る
待
遇
が
果
た
し
て
い
る
諸
機
能
を
理
論
的
及
び
マ
ク
ロ
的
な
観

点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
領
域
を
超
え
た
実
践
的
及
び
ミ
ク
ロ
的
な
比
較
分
析
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
以
下
の
順
序
で
検
討
を
進
め
る
。
ま
ず
、
規
範
の
多
重
性
が
形
成
、
展
開
さ
れ
て
き
た
開
発
の
国
際
法
論
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を
概
観
す
る
（
第
一
章
）。
続
い
て
、
規
範
の
多
重
性
概
念
の
内
容
を
、
そ
の
原
型
で
あ
る
規
範
の
二
重
性
と
の
比
較
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る

（
第
二
章
）。
そ
の
後
、
規
範
の
多
重
性
概
念
に
関
す
る
二
つ
の
論
争
を
分
析
す
る
。
ひ
と
つ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
生
じ
た
第
一
次
「
規
範
の
多
重

性
」
論
争
で
あ
り
（
第
三
章
）、
も
う
ひ
と
つ
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
で
あ
る
（
第
四
章
）。
最

後
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
、
現
在
の
国
際
法
秩
序
に
お
い
て
異
な
る
待
遇
が
果
た
す
三
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち
「
不
平
等
補

償
機
能
」「
普
遍
性
確
保
機
能
」
及
び
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
（
第
五
章
）。

第
一
章
　
開
発
の
国
際
法

規
範
の
多
重
性
が
国
際
法
上
の
理
論
ま
た
は
概
念
と
し
て
形
成
、
展
開
さ
れ
て
き
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
た
開
発
の
国

際
法
（d

roit
in

tern
ation

al
d

u
d

évelop
p

em
en

t

）
論
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
ま
ず
、
開
発
の
国
際
法
の
成
立
及
び
展
開
過
程
を

検
討
し
、
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
。

第
一
節
　
開
発
の
国
際
法
の
成
立

開
発
の
国
際
法
が
提
唱
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
は
、
国
際
社
会
及
び
国
際
法
に
と
っ
て
大
き
な
構
造
変
化
の
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
一
二

月
一
四
日
、
国
連
総
会
は
「
植
民
地
独
立
付
与
宣
言
」
（
5
）を

採
択
し
、「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
植
民
地
主
義
を
速
や
か
に
か
つ
無
条
件
に
終
わ
ら
せ
る
必

七
七
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要
が
あ
る
」（
前
文
）
こ
と
を
宣
言
し
た
。
旧
植
民
地
は
、
同
宣
言
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
た
自
決
権
に
基
づ
き
政
治
的
独
立
を
達
成
す
る
が
、
そ

れ
に
伴
っ
て
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
、
い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
が
国
際
社
会
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
象
徴
的
に
示

さ
れ
た
の
が
、
一
九
六
四
年
三
月
か
ら
お
よ
そ
三
ヵ
月
間
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
国
連
貿
易
開
発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
）
で
あ
る
。

同
会
議
は
、
国
連
の
場
に
お
い
て
開
発
問
題
を
は
じ
め
て
正
面
か
ら
扱
う
も
の
で
あ
り
、
期
間
の
長
さ
と
参
加
国
の
多
さ
と
い
う
点
で
、
そ
の
当
時

「
史
上
最
大
の
国
際
会
議
」
（
6
）と

称
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
で
あ
り
、
ま
た
政
治
経
済
学
者
で
も
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
も
同
会
議
に
フ
ラ
ン
ス
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
た
（
7
）。

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
そ
の
翌
年
の
一
九
六
五
年
、
ニ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
現
代
世
界
へ
の
国
連
の
適
応
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
国
連
と
発
展
途

上
国
」
と
い
う
報
告
を
行
っ
た
（
8
）。

そ
の
冒
頭
、
彼
は
自
ら
の
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、「
開
発
の
国
際
法
（D

roit
In

tern
ation

al
d

u

D
évelop

p
em

en
t

）
と
な
り
う
る
も
の
を
形
成
す
る
に
際
し
て
、
提
起
さ
れ
、
ま
た
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
い
く
つ
か
の
諸
問
題
を
論
じ
る
」
（
9
）と

述
べ

た
。
一
般
的
に
は
こ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
報
告
に
お
い
て
、「
開
発
の
国
際
法
」
と
い
う
文
言
ま
た
は
概
念
が
は
じ
め
て
公
に
示
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
報
告
が
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
で
の
議
論
を
い
か
に
国
際
法
に
具
現
化
す
る
か
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
法
政
策
的
な
観
点
か
ら
の

問
題
提
起
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
よ
り
国
際
法
的
な
観
点
か
ら
論
じ
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
法
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
リ
で
あ
る
。
一
九
六

五
年
に
『
フ
ラ
ン
ス
国
際
法
年
鑑
』
に
公
表
さ
れ
た
「
開
発
の
国
際
法
へ
向
け
て
」
と
い
う
彼
の
論
文
（
10
）は

、
そ
の
後
の
開
発
の
国
際
法
の
展
開
に
と

っ
て
実
質
的
な
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
同
論
文
の
な
か
で
、
彼
は
、
法
と
発
展
格
差
と
の
間
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

法
律
家
た
ち
が
体
系
的
な
考
察
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
の
際
、
特
に
批
判
さ
れ
る
の
が
、
古
典
的
国
際
法
が
依
拠
し
て
き
た
国
家
の
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形
式
的
同
一
性
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
典
的
国
際
法
は
、
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
、
す
べ
て
の
国
家
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
仮
定
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
同
法
は
、
国
家
を
抽
象

的
、
平
等
的
か
つ
主
権
的
な
法
主
体
と
し
て
の
み
認
識
す
る
。
国
家
の
経
済
構
造
は
国
内
事
項
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
干
渉
は
禁
止
さ
れ
る

…
…
し
か
し
、
そ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
国
際
法
秩
序
を
抽
象
的
に
捉
え
ら
れ
た
「
主
権
平
等
」
と
い
う
ド
グ
マ
に
基
づ
か
せ
て
い
る
。
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
国
家
は
「
経
済
的
能
力
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
同
一
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
は

す
べ
て
、
次
の
よ
う
な
国
内
市
場
、
す
な
わ
ち
自
ら
が
利
用
ま
た
は
獲
得
可
能
な
支
払
手
段
に
応
じ
て
輸
入
量
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
産

手
段
と
と
も
に
対
外
貿
易
を
均
衡
な
ら
し
め
る
よ
う
な
国
内
市
場
を
備
え
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
仮
定
は

工
業
国
に
し
か
あ
て
は
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
諸
国
に
と
っ
て
は
、
実
現
に
非
常
に
長
い
期
間
を
要
す
る
理
想
に
す
ぎ
な
い
（
11
）。

ヴ
ィ
ラ
リ
は
こ
の
よ
う
に
、
諸
国
間
の
経
済
的
能
力
の
格
差
が
主
権
平
等
の
も
と
で
捨
象
さ
れ
て
い
る
現
実
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
で
は
国
際
法

は
こ
の
現
実
に
い
か
に
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
示
す
ひ
と
つ
の
方
向
性
は
、
現
代
国
際
法
が
依
拠
す
る
諸
原
則
を
、
形
式
的
に
で
は

な
く
、
現
実
の
問
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
具
体
的
な
観
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
で
あ
る
（
12
）。

ヴ
ィ
ラ
リ
に
よ
れ
ば
、
開
発
の
国
際
法
へ
の
道
筋
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
、
途
上
国
の
発
展
を
現
在
阻
害
し
て
い
る

「
開
発
の
不
平
等
の
国
際
法
」
の
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
で
実
際
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
、
そ
れ
ら
諸
問
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決

策
を
発
見
す
る
と
同
時
に
、
既
存
の
法
が
途
上
国
の
真
の
発
展
を
実
現
す
る
「
開
発
の
国
際
法
」
と
な
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
諸
要
因
を
同
定
す
る

七
九



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

八
〇

と
い
う
過
程
で
あ
る
（
13
）。

こ
の
よ
う
な
診
断
は
さ
ら
に
、
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
区
別
さ
れ
る
。
第
一
が
「
原
則
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
既
存
の
国
際
法
の
諸
原
則
が
具
体
的
な
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
。
第
二
が
「
機
関
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
や

国
連
の
専
門
機
関
な
ど
の
開
発
問
題
に
関
係
す
る
諸
機
関
の
活
動
を
規
律
す
る
諸
原
則
が
、
開
発
の
国
際
法
の
視
点
か
ら
研
究
及
び
体
系
化
の
対
象

と
な
る
。
第
三
が
「
国
家
間
及
び
国
家
と
国
際
機
関
間
の
関
係
を
規
律
す
る
諸
規
則
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
発
展
の
不
平
等
が
存
在
す

る
す
べ
て
の
領
域
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
他
の
レ
ベ
ル
と
同
様
、
開
発
の
国
際
法
の
視
点
か
ら
見
直
し
が
な
さ
れ
る
。
第
四
が
「
厳
密
な
意
味
で
の

国
際
法
の
射
程
に
収
ま
ら
な
い
諸
規
則
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
国
家
と
企
業
と
の
間
の
契
約
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
一
層
の
研
究

の
深
化
と
体
系
化
が
求
め
ら
れ
る
（
14
）。

以
上
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ラ
リ
は
、
古
典
的
国
際
法
が
依
拠
し
て
き
た
国
家
の
形
式
的
同
一
性
と
い
う
仮
定
を
批
判
し
、
そ
の
う
え
で
諸
国
の
経
済
的

能
力
の
相
違
と
い
う
事
実
を
法
的
考
慮
に
取
り
込
み
、
既
存
の
国
際
法
及
び
国
際
法
学
全
体
を
具
体
的
な
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
性
を
説
く
。

こ
の
よ
う
な
必
要
性
の
認
識
は
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
に
よ
っ
て
広
く
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
開
発
の
国
際
法
の
主
要
な
問
題
意
識
は
ヴ
ィ
ラ
リ
論
文
の
な
か
に
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
節
　
開
発
の
国
際
法
の
展
開

一
九
六
五
年
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
報
告
及
び
ヴ
ィ
ラ
リ
論
文
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
国
際
法
学
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

フ
ラ
ン
ス
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
開
発
の
国
際
法
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、

一
九
七
〇
年
の
「
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
決
議
」（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
（
15
）、

一
九
七
三
年
の
「
途
上
国
と
国
際
法
の
変
容
」（
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ
ロ
ヴ
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ァ
ン
ス
）
（
16
）、

一
九
八
二
年
の
「
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
形
成
」（
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
）
（
17
）、

一
九
八
五
年
の
「
開
発
の
国
際
法

の
諸
側
面
」（
ロ
ン
ド
ン
）
（
18
）、

一
九
九
〇
年
の
「
社
会
的
・
文
化
的
開
発
の
国
際
法
」（
パ
リ
）
（
19
）な

ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
議
論
と
並
行
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
開
発
の
国
際
法
に
関
す
る
体
系
書
が
刊
行
さ
れ
る
。
一
九
七
七
年
に
モ
リ
ー
ス
・
フ
ロ
リ

が
最
初
の
体
系
書
（
20
）を

著
し
て
以
降
、
ア
ラ
ン
・
プ
レ
（
21
）、

モ
ハ
メ
ド
・
ベ
ヌ
ー
ナ
（
22
）、

ギ
・
フ
ェ
と
エ
ル
ヴ
ェ
・
カ
ッ
サ
ン
（
23
）な

ど
に
よ
っ
て
体
系
書
・
概

説
書
が
公
刊
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
開
発
の
国
際
法
は
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
て
各
国
の
国
際
法
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
24
）。

日
本
で
も
、
吾
郷
慎
一
、
位
田
隆
一
、
高
島
忠
義
、
西
海
真
樹
と
い
っ
た
国
際
法
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
、
各
々
の
問
題
関
心
に

し
た
が
っ
て
一
層
の
理
論
的
深
化
が
加
え
ら
れ
た
（
25
）。

以
上
の
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
そ
の
他
の
諸
外
国
の
国
際
法
学
者
た
ち
に
よ
る
、
途
上
国
の
真
の
独
立
を
目
指
す
「
国
際

法
の
精
力
的
な
読
み
直
し
」
（
26
）と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
再
読
の
過
程
に
お
い
て
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
が
、
開
発
の
国
際

法
に
固
有
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
代
表
的
な
開
発
の
国
際
法
論
者
で
あ
る
ギ
・
フ
ェ
と
エ
ル
ヴ
ェ
・
カ
ッ
サ
ン
は
、
同
法
の
特
徴
と
し
て
次
の

三
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
開
発
の
国
際
法
と
は
ま
ず
「
指
向
的
な
法
（d

roit
orien

té

）」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
は
そ
れ
が
規
律
す
る
領
域
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
ら
が
追
求
す
る
目
的
、
す
な
わ
ち
「
開
発
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
諸
国
が
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
企
図
す
る
す
べ
て
の
分

野
を
含
む
。
古
典
的
国
際
法
が
、
既
存
の
秩
序
を
根
本
か
ら
変
革
す
る
こ
と
な
く
そ
の
維
持
・
管
理
を
目
的
と
す
る
保
守
的
な
法
で
あ
る
の
に
対
し
、

開
発
の
国
際
法
は
あ
る
べ
き
将
来
の
社
会
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
同
法
は
「
先
取
り
の
法
（d

roit
d

,an
ticip

ation

）」

で
あ
り
、「
合
目
的
的
な
法
（d

roit
d

e
fin

alité

）」
で
あ
る
（
27
）。

八
一



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

八
二

続
い
て
、
開
発
の
国
際
法
と
は
「
混
合
的
な
法
（d

roit
com

p
osite

）」
で
あ
る
。
同
法
は
、
多
様
な
諸
規
則
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
固
有

な
意
味
で
の
国
際
法
の
み
な
ら
ず
、
国
内
法
や
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
法
も
含
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
、
第
三
世
界
諸
国
が
、
一
方
で
、
開
発
援
助
や

技
術
移
転
と
い
っ
た
か
つ
て
宗
主
国
の
国
内
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
た
諸
問
題
を
国
際
化
し
、
他
方
で
、
国
有
化
な
ど
従
来
国
際
法
の
規
律
対

象
と
さ
れ
て
き
た
領
域
に
国
内
法
上
の
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
に
お
い
て
は
国
際
法
と
国
内
法
は
厳
密
に
区

別
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
相
互
作
用
が
問
題
と
さ
れ
る
。

最
後
に
、
開
発
の
国
際
法
と
は
「
論
争
的
な
法
（d

roit
con

testé

）」
で
あ
る
。
同
法
は
、
自
ら
の
実
現
に
際
し
て
西
洋
先
進
国
の
対
立
に
遭
遇

す
る
が
、
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
の
が
、
国
際
経
済
に
お
け
る
介
入
主
義
と
自
由
主
義
と
い
う
価
値
観
の
対
立
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
発
の
国
際

法
を
推
進
す
る
第
三
世
界
諸
国
は
、
法
の
な
か
に
介
入
主
義
的
な
要
素
を
導
入
し
よ
う
と
試
み
る
の
に
対
し
て
、
既
存
の
法
秩
序
の
担
い
手
で
あ
る

西
洋
先
進
国
は
そ
の
試
み
に
反
対
し
、
自
由
主
義
的
な
国
際
経
済
秩
序
の
維
持
に
固
執
す
る
。
こ
の
対
立
こ
そ
が
、
実
定
規
則
（r

è
g

le
s

p
o

s
i-

tiv
e
s

）
と
、
一
般
的
に
「
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
将
来
の
法
（r

è
g
le

s
p

r
o
s
p

e
c
tiv

e
s

）
と
の
並
存
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
（
29
）。

第
三
節
　
基
本
原
則

以
上
の
特
徴
を
有
す
る
開
発
の
国
際
法
が
、
既
存
の
国
際
法
に
つ
い
て
再
読
の
対
象
と
す
る
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
中
心
に
存
在
す
る

の
が
、
ヴ
ィ
ラ
リ
が
指
摘
し
た
第
一
の
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
従
来
の
国
際
法
・
国
際
法
学
が
依
拠
し
て
き
た
基
本
原
則
の
読
み
か
え
で
あ
る
。
同
法

は
、
そ
れ
ら
基
本
的
諸
原
則
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
自
ら
に
固
有
の
合
目
的
性
の
観
点
か
ら
再
解
釈
を
施
し
、
新
た
な
意
味
を
付
与
し
よ
う
と
試
み
る
。

こ
の
こ
と
を
ギ
・
フ
ェ
と
エ
ル
ヴ
ェ
・
カ
ッ
サ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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開
発
の
国
際
法
は
、
自
ら
の
諸
目
的
と
諸
原
則
を
規
定
す
る
い
く
つ
か
の
基
本
的
諸
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
諸
概
念
を
示
す
用

語
は
、
古
典
的
国
際
法
の
も
の
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
開
発
の
国
際
法
は
常
に
、
主
権
、
、

、
平
等
、
、

及
び
連
帯
、
、

と
い
う
三
つ
の
重
要
な

諸
観
念
を
参
照
す
る
…
…
こ
れ
ら
諸
概
念
は
伝
統
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
し
か
し
同
時
に

、
、
、
、
、
、

、
新
た
な
意
味
を
獲
得
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。
古
典
的
な
法

に
お
い
て
、
そ
れ
ら
諸
概
念
は
相
対
的
に
、
静
態
的
、
形
式
的
及
び
既
存
の
秩
序
に
と
っ
て
保
守
的
な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
開
発
の

国
際
法
に
お
い
て
は
さ
ら
に
、
動
態
的
、
具
体
的
及
び
進
歩
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
諸
概
念
は
、
国
際
社
会
の

変
革
と
い
う
意
思
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
概
念
は
、
あ
ら
ゆ
る
体
系
に
と
っ
て
中
心
的
な
観
念
で
あ
る
衡
平
、
、

と
い
う
視
点
か

ら
再
解
釈
さ
れ
る
（
30
）。（

強
調
原
文
）

以
上
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
で
は
従
来
の
国
際
法
の
諸
原
則
（
主
権
、
平
等
、
連
帯
）
が
、
よ
り
衡
平
な
国
際
社
会
の
実
現
と

い
う
目
的
の
も
と
に
再
解
釈
さ
れ
、
動
態
的
、
具
体
的
及
び
進
歩
的
な
性
質
を
帯
び
る
も
の
と
し
て
改
め
て
提
示
さ
れ
る
。

ま
ず
、「
主
権
」
原
則
に
つ
い
て
は
、
途
上
国
の
経
済
的
独
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
途
上
国
に
対
す
る
先
進
国
や
多
国
籍
企
業
に
よ
る
干
渉
の
禁

止
や
自
決
権
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
従
来
の
主
権
概
念
が
「
天
然
資
源
に
対
す
る
恒
久
主
権
」
を
含
む
も
の
と
し
て
再
構
成
さ

れ
る
（
31
）。

続
い
て
、
開
発
の
国
際
法
は
、
既
存
の
国
際
法
が
依
拠
し
て
き
た
「
平
等
」
原
則
を
再
解
釈
す
る
。
開
発
の
国
際
法
は
、
一
方
で
、
抽
象
的

か
つ
法
的
な
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
平
等
原
則
が
、
力
や
富
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
国
家
に
同
一
の
権
利
義
務
を
付

与
す
る
と
い
う
点
で
、
途
上
国
を
強
国
の
干
渉
か
ら
保
護
す
る
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
し
か
し
他
方
で
、
同
原
則
の
形
式
性

八
三
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ゆ
え
に
、
諸
国
間
の
発
展
格
差
を
法
的
な
考
慮
の
対
象
外
と
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
法
は
、
形
式
的
平
等
が
有
す
る
弱
者
保

護
機
能
を
維
持
し
つ
つ
も
、
諸
国
を
発
展
段
階
に
応
じ
て
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
割
し
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
異

な
る
権
利
義
務
を
配
分
す
る
重
要
性
を
主
張
す
る
（
32
）。

最
後
に
、「
連
帯
」
原
則
で
あ
る
が
、
同
原
則
は
、
発
展
の
不
平
等
が
不
正
で
あ
り
是
正
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
道
徳
的
要
求
（ex

igen
ces

m
orales

）
と
、
一
国
の
発
展
が
国
際
共
同
体
す
べ
て
の
発
展
と
連
結
し
て
い
る
と
い
う

現
実
的
必
要
性
（n

écessités
m

atérielles

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
同
原
則
の
も
と
で
は
、
新
植
民
地
主
義
を
回
避
す
る
た
め
に
、
途
上
国
へ

の
援
助
が
、
力
の
不
均
衡
を
反
映
す
る
二
国
間
の
形
式
で
は
な
く
、
多
角
的
な
手
続
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
連

帯
は
こ
の
よ
う
な
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
援
助
に
限
定
さ
れ
ず
、
途
上
国
間
に
お
い
て
も
、
途
上
国
相
互
の
協
力
に
加
え
て
、「
集
団
的
自
律

（au
ton

om
ie

collective

）」
に
よ
る
交
渉
力
の
強
化
や
地
域
的
統
合
を
促
進
す
る
た
め
の
諸
制
度
の
創
設
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
（
33
）。

以
上
の
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
は
、
自
ら
の
合
目
的
的
な
視
点
か
ら
既
存
の
諸
原
則
の
再
編
成
を
試
み
る
が
、
後
に
検
討
す
る
規
範
の
二
重

性
・
多
重
性
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
平
等
原
則
、
す
な
わ
ち
同
法
が
展
開
す
る
「
実
質
的
平
等
」
論
で
あ
る
（
34
）。

位
田
隆
一
に
よ
れ
ば
、
開
発
の
国
際

法
に
お
け
る
実
質
的
平
等
は
、「
受
動
的
平
等
」「
補
償
的
不
平
等
」
及
び
「
能
動
的
平
等
」
と
い
う
三
つ
の
平
等
観
念
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
35
）。

第

一
に
、「
受
動
的
平
等
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
伝
統
的
国
際
法
が
依
拠
し
て
き
た
形
式
的
平
等
と
同
義
で
あ
り
、
よ
っ
て
同
観
念
の
も
と
で
は
諸
国

間
の
事
実
上
の
差
異
は
法
的
考
慮
に
取
り
込
ま
れ
な
い
。
開
発
の
国
際
法
は
受
動
的
平
等
の
形
式
性
を
批
判
す
る
が
、
し
か
し
全
面
的
な
廃
棄
を
求

め
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
同
平
等
は
、
す
べ
て
の
諸
国
を
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
そ
の
他
の
事
実
上
の
差
異
に
か
か
わ
り
な
く
同

一
に
扱
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
途
上
国
を
大
国
の
干
渉
か
ら
保
護
す
る
機
能
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、「
補
償
的
不
平
等
」
に
つ
い

て
、「
経
済
発
展
度
の
差
を
考
慮
し
た
伝
統
的
平
等
の
修
正
原
則
」
（
36
）

ま
た
は
「
将
来
、
真
の
平
等
に
到
達
す
る
た
め
に
、
現
在
の
不
平
等
を
補
償
す
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る
特
恵
待
遇
」
（
37
）

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
の
不
平
等
は
、
途
上
国
な
ど
の
国
際
社
会
の
弱
者
に
対
し
て
有
利
な
差
別
待
遇
を
法
が
与
え
る
こ
と
で
、

既
存
の
発
展
格
差
を
埋
め
合
わ
せ
る
（
補
償
す
る
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
補
償
的
不
平
等
に
よ
っ
て
、
受
動
的
平
等
が
も
つ
形
式
性
が
克
服

さ
れ
、
諸
国
を
具
体
的
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
第
三
に
、「
能
動
的
平
等
」
で
あ
る
が
、
同
平
等
は
国
際
経
済
過
程
へ
の
平
等
参

加
権
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
仮
に
補
償
的
不
平
等
に
基
づ
き
、
途
上
国
な
ど
の
弱
者
に
対
し
て
特
恵
待
遇
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
先
進
諸

国
が
支
配
す
る
国
際
組
織
に
あ
っ
て
は
、
同
待
遇
は
直
ち
に
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
平
等
は
、
途
上
国
に
対
し
て
国
際
組
織
さ

ら
に
は
国
際
社
会
の
意
思
決
定
過
程
へ
の
平
等
な
参
加
を
認
め
る
こ
と
で
、
発
展
の
不
平
等
へ
の
逆
行
を
防
止
す
る
積
極
的
役
割
を
果
た
す
。

こ
の
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
は
、
既
存
の
国
際
法
が
依
拠
し
て
き
た
主
権
、
平
等
及
び
連
帯
と
い
う
諸
原
則
を
自
ら
の
合
目
的
性
の
観
点
か
ら

再
解
釈
し
、
よ
り
公
正
な
国
際
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
う
ち
特
に
重
点
的
な
見
直
し
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
従
来

の
平
等
原
則
が
有
す
る
形
式
性
で
あ
っ
た
。
開
発
の
国
際
法
は
、
形
式
的
平
等
観
を
維
持
し
つ
つ
も
、
諸
国
を
発
展
段
階
に
応
じ
て
先
進
国
と
途
上

国
と
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
す
る
が
、
こ
の
「
地
位
の
二
重
性
（d

u
alité

d
e

statu
ts

）」
か
ら
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
適
用
さ
れ
る
二
つ
の
国
際
法
規
則

の
総
体
、
す
な
わ
ち
次
に
検
討
す
る
「
規
範
の
二
重
性
（d

u
alité

d
e

n
orm

es

）」
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（
38
）。

第
二
章
　
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性

こ
れ
ま
で
開
発
の
国
際
法
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
本
稿
が
検
討
の
対
象
と
す
る
規
範
の
多
重
性
と
い
う
概
念
は
、
開
発
の
国
際
法
の
内
部

八
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で
形
成
さ
れ
て
き
た
規
範
の
二
重
性
を
原
型
と
し
て
形
成
、
展
開
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
両
概
念
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
そ
の
内
実
を

明
ら
か
に
す
る
。

第
一
節
　
規
範
の
二
重
性

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
は
既
存
の
平
等
原
則
を
読
み
か
え
る
こ
と
で
、
形
式
的
平
等
か
ら
実
質
的
平
等
へ
の
転
換
を
主
張
す

る
。
開
発
の
国
際
法
に
お
い
て
規
範
の
二
重
性
は
、
こ
の
よ
う
な
転
換
の
た
め
の
法
技
術
、
さ
ら
に
は
「
主
軸
の
ひ
と
つ
」
（
39
）

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
以
下
で
は
、
同
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
の
構
成
要
素
及
び
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
項
　
構
成
要
素

ま
ず
、
規
範
の
二
重
性
の
構
成
要
素
に
関
し
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
代
表
的
な
開
発
の
国
際
法
論
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
ギ
・
フ
ェ
に
よ
る
定

式
化
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
七
三
年
に
エ
ク
ス
＝
ア
ン
＝
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
「
開
発
の
国
際
法
の
基
本
原
則
」

と
い
う
報
告
を
行
い
、
そ
の
な
か
で
規
範
の
二
重
性
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
た
。

す
べ
て
の
国
家
間
関
係
を
画
一
的
に
規
律
す
る
単
一
の
諸
規
則
の
総
体
は
今
後
、
並
行
的
か
つ
権
威
に
お
い
て
同
一
の
二
つ
の
諸
規
則
の
総
体

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
に
お
い
て
、
先
進
国
間
関
係
を
規
律
す
る
総
体
が
存
在
し
、
他
方
に
お
い
て
、
①
先
進
国
―
途
上

国
、
②
途
上
国
―
途
上
国
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
則
の
総
体
が
存
在
す
る
（
40
）。
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こ
の
ギ
・
フ
ェ
の
定
式
か
ら
は
、
規
範
の
二
重
性
が
、
①
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
《
二
つ
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
と
、
②
そ
れ
ら
国
家
カ
テ
ゴ

リ
ー
間
に
適
用
さ
れ
る
《
二
つ
の
諸
規
則
の
総
体
》
と
い
う
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
規
則
総
体
は
、
先
進
国
間
を
規

律
す
る
規
則
と
、
先
進
国
―
途
上
国
間
及
び
途
上
国
間
を
規
律
す
る
規
則
か
ら
成
り
立
つ
。
後
に
検
討
す
る
規
範
の
多
重
性
と
異
な
る
の
は
、「
二

重
性
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
と
お
り
、
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
及
び
規
則
総
体
が
二
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
規
範
の
二
重
性
が
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
実
質
的
平
等
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
よ
り
正
確
に
は
、
同
平
等
を
構
成

す
る
補
償
的
不
平
等
観
念
の
法
的
な
具
体
化
で
あ
る
（
41
）と

い
う
こ
と
か
ら
、
以
上
の
二
つ
の
要
素
に
加
え
て
、
③
開
発
の
国
際
法
の
究
極
目
的
で
あ
る

諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
及
び
途
上
国
の
発
展
と
い
う
《
制
度
目
的
》
を
そ
の
構
成
要
素
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
規
範

の
二
重
性
は
、
各
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
異
な
る
法
規
範
を
定
立
及
び
適
用
す
る
こ
と
で
、
諸
国
間
の
発
展
格
差
を
緩
和
及
び
是
正
し
、
途
上

国
の
真
の
発
展
を
達
成
す
る
た
め
の
法
技
術
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

第
二
項
　
特
徴

こ
の
ギ
・
フ
ェ
の
定
式
は
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
概
念
の
特
徴
、
ま
た
は
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
に
よ
る
同
概
念
の
把
握

に
関
す
る
次
の
よ
う
な
一
般
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
並
行
的
か
つ
権
威
に
お
い
て
同
一
」
と
い
う
形
容
が
示
す
よ
う
に
、
開
発
の

国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
の
も
と
で
は
、
先
進
国
間
に
適
用
さ
れ
る
規
則
総
体
と
先
進
国
―
途
上
国
（
及
び
途
上
国
間
）
に
適
用
さ
れ
る
規

則
総
体
の
関
係
に
つ
い
て
、「
権
威
の
等
価
性
」
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
42
）。

こ
の
よ
う
な
特
徴
ま
た
は
傾
向
は
、
ド
ゥ
・
ラ
シ
ャ
リ
エ

八
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ー
ル
の
次
の
指
摘
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
展
開
は
次
の
よ
う
な
主
張
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
途
上
国
の
た
め
の
特
別
な
諸
原
則
の
一
群
が
存
在
す
る
、
ま
た
は

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
原
則
は
、
富
め
る
諸
国
間
で
妥
当
す
る
一
般
原
則
か
ら
の
逸
脱
で
は
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

先
進
諸
国
の
行
動
を
規
律
す
る
規
範
と
同
等
の
権
威

、
、
、
、
、

（d
ign

ité

）
を
有
す
る
諸
規
範
の
総
体
で
あ
る
（
43
）。（

強
調
引
用
者
）

ド
ゥ
・
ラ
シ
ャ
リ
エ
ー
ル
は
別
の
論
考
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
同
等
の
権
威
を
有
す
る
規
則
総
体
の
並
存
と
い
う
状
態
を
「
制
度
（régim

e

）

の
二
元
性
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
（
44
）、

こ
の
よ
う
に
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
二
つ
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
則
に
権
威
の
等
価
性

を
見
出
し
、
各
々
が
自
律
的
な
法
制
度
を
形
成
す
る
と
捉
え
る
傾
向
は
、
他
の
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

ヴ
ィ
ラ
リ
も
「
発
展
段
階
に
応
じ
た
国
家
の
差
異
化
の
明
白
か
つ
第
一
義
的
な
存
在
意
義
と
は
、
不
平
等
が
認
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

諸
国
を
異
な
る
法
制
度(régim

es
ju

rid
iq

u
es)

に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
45
）

と
指
摘
し
、
各
規
則
総
体
が
独
自
の
法
制
度
を
形
成
す
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
他
方
で
、
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
は
、
規
範
の
二
重
性
に
関
し
て
、
そ
れ
が
先
進
国
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
則
総
体
と
先
進
国
―
途
上
国

間
に
適
用
さ
れ
る
規
則
総
体
と
の
間
に
断
絶
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
、
後
者
を
「
ゲ
ッ
ト
ー
の
た
め
の
法
」
へ
と
固
定
化
す
る
も
の
と
批
判
し
た
が

（
46
）、

こ
の
批
判
は
、
権
威
の
等
価
性
を
前
提
に
各
規
則
総
体
が
自
律
し
た
異
な
る
法
制
度
を
形
成
す
る
と
み
な
す
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
の
傾

向
を
、
反
対
の
側
面
か
ら
照
ら
し
出
す
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ギ
・
フ
ェ
は
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
が
主
張
す
る
よ
う
な
断
片
化
し
た
視
点
か
ら
規
範
の
二
重
性
を
唱
え
た
の
で
は
な
く
、
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「
衡
平
」
や
「
正
義
」
と
い
っ
た
上
位
観
念
を
重
視
し
、
こ
れ
ら
諸
観
念
の
も
と
で
の
法
秩
序
の
統
一
性
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
た
と
の
反
論
も
な

さ
れ
て
い
る
（
47
）。

ま
た
ヴ
ィ
ラ
リ
も
、
国
家
の
個
別
具
体
的
な
状
況
に
適
合
し
た
諸
規
則
が
多
様
化
し
て
い
る
事
実
を
肯
定
的
に
捉
え
つ
つ
も
、
そ
れ

ら
諸
規
則
が
単
一
の
枠
組
み
の
な
か
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
、
及
び
す
べ
て
の
国
家
に
妥
当
す
る
い
く
つ
か
の
基
本
原
則
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を

多
様
化
の
条
件
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
（
48
）。

実
際
、
彼
は
「
国
際
法
秩
序
全
体
は
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
国
際
関
係
の
領
域
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
と
も
、
同
一
の
諸
原
則
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
49
）

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
開
発
の
国
際
法
内
部
で
の
見
解
の
多
様
性
を
考
慮
す

れ
ば
、
同
法
の
傾
向
に
つ
い
て
安
易
ま
た
は
過
度
な
一
般
化
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
留
意
す
る
と
し
て
も
、
ギ
・
フ
ェ
や
ド
ゥ
・
ラ
シ
ャ
リ
エ
ー
ル
の
指
摘
が
、
規
則
総
体
の
「
権
威
の
等
価
性
」
を

前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
二
つ
の
規
則
総
体
の
性
質
及
び
関
係
と
い
う
問
題

が
、
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
に
よ
っ
て
初
期
の
段
階
か
ら
す
で
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
七
三
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
な
さ
れ
た
ヴ
ィ
ラ
リ
の
「
法
規
の
統
一
性
を
破
る
こ
と
な
く
、
法
規
の
定
式
化
と
り
わ
け
そ
の
適
用
に
お
い
て
、
途
上
国
の
状

態
を
考
慮
し
た
一
層
の
柔
軟
性
（so

u
p

lesse

）
を
導
入
す
れ
ば
十
分
な
の
か
、
そ
れ
と
も
諸
法
規
の
二
重
性
（d

u
alité

）
と
い
う
観
念
を
認
め
る

必
要
が
あ
る
の
か
」
（
50
）

と
い
う
問
題
提
起
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
重
性
と
柔
軟
性
と
い
う
両
概
念
の
対
比
に
お
い
て
、
二
重
性
が
規

範
の
柔
軟
性
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
二
重
性
が
「
法
規
の
統
一
性
」
を
破
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ラ

リ
の
指
摘
か
ら
も
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
が
、
先
進
国
間
の
規
則
総
体
と
先
進
国
―
途
上
国
間
の
規
則
総
体
の
「
権
威
の
等
価

性
」
を
強
調
し
、
さ
ら
に
各
規
則
総
体
に
よ
る
相
対
的
に
自
律
し
た
法
制
度
の
形
成
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
よ
う
。八

九



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

九
〇

第
三
項
　
開
発
の
国
際
法
と
規
範
の
二
重
性
の
関
係

以
上
の
分
析
が
示
す
規
範
の
二
重
性
の
特
徴
は
、
同
概
念
と
開
発
の
国
際
法
と
の
間
の
強
い
連
関
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
権
威

の
等
価
性
」
や
「
法
制
度
の
二
元
性
」
と
い
う
特
徴
は
、
開
発
の
国
際
法
に
固
有
の
性
質
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
開
発
の
国
際
法
と
は
、
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
国
際
法
及
び
国
際
法
学
全
体
を
読
み
直
す
試
み
で
あ
る
が
、
こ
の
再
読
は
そ
の

過
程
に
お
い
て
、
必
然
的
に
当
時
の
国
際
環
境
ま
た
は
言
説
空
間
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
、
同
法
が
提
起
さ
れ
た
一
九
六

〇
―
七
〇
年
代
と
は
、
政
治
的
独
立
を
達
成
し
た
旧
植
民
地
諸
国
に
よ
っ
て
、「
新
国
際
経
済
秩
序
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
）」
の
樹
立
の
必
要
性
が
強
く
唱
え

ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
諸
国
は
、
国
連
総
会
決
議
を
主
な
手
段
と
し
て
、
現
存
す
る
国
際
経
済
秩
序
が
諸
国
間
の
発
展
格
差
を
構
造
的
に

維
持
・
拡
大
し
て
い
る
と
批
判
し
、
新
た
な
よ
り
公
正
な
秩
序
の
樹
立
を
試
み
た
。

開
発
の
国
際
法
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
が
頓
挫
し
て
以
降
、
同
法
の
相
対
的
自
律
性
が
主
張
さ
れ
た
が
（
51
）、

し
か
し
少

な
く
と
も
規
範
の
二
重
性
が
概
念
と
し
て
形
成
さ
れ
た
当
時
、
両
者
の
間
に
強
い
連
関
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
開
発
の
国
際
法
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
と
連
動
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
自
由
放
任
主
義
的
な
秩
序
へ
の
「
対
抗
言
説
」
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
、

よ
り
公
正
か
つ
介
入
主
義
的
な
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
の
擁
護
を
自
ら
の
任
務
と
し
て
引
き
受
け
た
と
い
え
る
。

規
範
の
二
重
性
に
お
け
る
「
権
威
の
等
価
性
」
と
い
う
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
な
開
発
の
国
際
法
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
連
動
性
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
―
開
発
の
国
際
法
―
規
範
の
二
重
性
」
と
い
う
三
者
の
間
に
、
《
制
度
目
的
》
に
関
す
る
相
互
連
関
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
が
既
存
の
不
公
正
な
国
際
経
済
秩
序
の
乗
り
越
え
を
目
指
す
以
上
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
は
既
存
秩
序
と
の
関
係
に
お
い
て
、
権

威
が
対
等
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
優
越
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
の
「
権
威
の
等
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価
性
」
と
い
う
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
と
い
う
言
説
空
間
に
特
有
の
秩
序
観
念
の
対
立
を
反
映
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
一
方
で
先
進
国
間
の
規
則
総
体
が
旧
秩
序
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
、
他
方
で
先
進
国
―
途
上
国
間
の
規
則
総
体
が
新
秩
序
を
具
体
化
す
る

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
以
上
、
後
者
は
前
者
と
権
威
ま
た
は
価
値
に
お
い
て
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
両
者
の
関
係
が
秩
序
間
の

価
値
序
列
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
規
範
の
多
重
性

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
規
範
の
二
重
性
は
開
発
の
国
際
法
の
内
部
で
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
二
重
性
は
規
範
の
多
重
性
へ
と
移
行
し
、

さ
ら
に
開
発
の
国
際
法
の
射
程
を
部
分
的
に
超
え
る
概
念
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
規
範
の
多
重
性
に
つ
い
て
、
二
重
性
か

ら
の
移
行
過
程
及
び
そ
の
構
成
要
素
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

第
一
項
　
二
重
性
か
ら
多
重
性
へ
の
移
行

規
範
の
二
重
性
は
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
①
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
《
二
つ
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
、
②
両
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
関
係
を

規
律
す
る
《
二
つ
の
諸
規
則
の
総
体
》
、
及
び
③
開
発
の
国
際
法
の
究
極
目
的
で
あ
る
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
及
び
途
上
国
の
発
展
と
い
う

《
制
度
目
的
》
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
各
国
の
具
体
的
な
属
性
は
多
様
で
あ
り
、
発
展
段
階
に
つ
い
て
も
、
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
部
に
お
い
て
は
様
々

な
相
違
が
存
在
す
る
。
特
に
、
途
上
国
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
部
の
発
展
格
差
は
、
開
発
の
国
際
法
の
究
極
目
標
で
あ
る
諸
国
間
の
実
質
的
平
等
と
い
う
観

九
一



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

九
二

点
か
ら
は
、
深
刻
な
問
題
を
提
起
す
る
。
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
の
発
展
途
上
に
あ
る
国
家
を
単
一
の
途
上
国
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
と
帰
属
せ
し
め
る
こ

と
は
、
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
成
員
間
に
存
在
す
る
発
展
格
差
を
捨
象
し
、
そ
の
結
果
、
相
対
的
弱
者
た
る
成
員
に
不
利
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
途
上
国
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
発
展
格
差
と
い
う
問
題
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
文
脈
に
お
い
て
も
す
で
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九

七
四
年
の
「
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
宣
言
」
（
52
）

の
第
四
条(

ｃ)

は
、「
す
べ
て
の
開
発
途
上
国
の
開
発
促
進
を
確
保
す
る
必
要
性
を
考
慮
し
、
か
つ
、

他
の
開
発
途
上
国
の
利
益
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
、
後
発
開
発
途
上
国
、
内
陸
開
発
途
上
国
、
島
嶼
開
発
途
上
国
並
び
に
経
済
危
機
及
び
自
然
災
害

に
よ
り
最
も
深
刻
な
影
響
を
被
っ
た
開
発
途
上
国
の
た
め
の
特
別
措
置
の
採
択
に
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
…
…
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年

の
「
国
家
の
経
済
的
権
利
義
務
憲
章
」
（
53
）

で
も
、「
世
界
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
に
当
た
っ
て
、
国
際
社
会
、
特
に
先
進
国
は
、
後
発
開
発
途
上
国
、

発
展
途
上
内
陸
国
及
び
発
展
途
上
島
嶼
国
が
そ
の
特
有
の
困
難
を
克
服
し
、
も
っ
て
そ
の
経
済
的
及
び
社
会
的
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
援
助
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
国
の
特
有
の
諸
問
題
に
特
別
な
配
慮
を
払
う
べ
き
で
あ
る
」（
第
二
五
条
）
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
途
上
国
カ
テ
ゴ
リ

ー
内
に
、「
後
発
開
発
途
上
国
」「
発
展
途
上
内
陸
国
」「
発
展
途
上
島
嶼
国
」
ま
た
は
「
経
済
危
機
及
び
自
然
災
害
に
よ
り
最
も
深
刻
な
影
響
を
被

っ
た
開
発
途
上
国
」
と
い
っ
た
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
成
員
に
対
す
る
特
別
な
配
慮
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
発
展
格
差
と
い
う
国
家
の
属
性
の
み
な
ら
ず
、
内
陸
国
や
島
嶼
国
な
ど
の
地
理
的
属
性
や
、
経
済
危
機
や
自
然
災
害

に
対
す
る
脆
弱
性
が
新
た
な
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
規
範
の
多
重
性
に
お
い
て
は
、

国
家
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
に
際
し
て
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
基
準
が
採
用
さ
れ
、
国
家
の
具
体
的
属
性
が
一
層
詳
細
に
国
際
法
規
則
に
反
映
さ
れ
る
。

実
際
、
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
も
、
早
く
か
ら
二
重
性
か
ら
多
重
性
へ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
三
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
最
後
に
は
、
ヴ
ィ
ラ
リ
が
二
重
性
か
ら
多
重
性
へ
の
必
然
的
な
移
行
を
唱
え
て
お
り
（
54
）、

ま
た
ド
ゥ
・
ラ
シ
ャ
リ
エ
ー
ル
も
同
年
の
ハ
ー
グ
・
ア
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カ
デ
ミ
ー
の
講
義
で
、
ガ
ッ
ト
の
一
般
特
恵
制
度
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
有
利
な
規
範
の
定
立
・
適
用
の
前
提
と
な
る
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
二
つ
に
限
定
す
る
こ
と
は
、「
低
開
発
国
と
し
て
画
一
的
に
区
分
さ
れ
る
諸
国
の
な
か
で
、
最
も
力
の
強
い
も
の
が
特

恵
制
度
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
独
占
す
る
」
（
55
）

結
果
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
二
重
性
か
ら
多
重
性
へ
の
移
行
は
、
規
範
の
二
重
性
が
依
拠
す
る
「
先
進
国
」
と
「
途
上
国
」
と
い
う
二
分
法
の
否
定
か
ら
生
じ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
移
行
は
、
規
範
の
二
重
性
が
内
包
す
る
「
形
式
か
ら
実
質
へ
の
転
換
」
と
い
う
論
理
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
実
質
と
し
て
の
国
家
の
多
様
な
属
性
が
「
先
進
国
／
途
上
国
」
と
い
う
二
分
法
に
収
ま
ら
な
い
以
上
、
二
重

性
は
多
重
性
へ
と
必
然
的
に
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
規
範
の
多
重
性
と
は
、
規
範
の
二
重
性
か
ら
の
「
論
理
的
」
延
長
（
56
）

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
規
範
の
多
重
性
は
二
重
性
と
同
様
の
論
理
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
一
層
拡
張
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
次
に

み
る
よ
う
に
、
規
範
の
多
重
性
は
基
本
的
に
は
二
重
性
を
延
長
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
諸
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
項
　
構
成
要
素

規
範
の
二
重
性
は
開
発
の
国
際
法
論
者
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
国
際
法
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
他
方
で
、
規
範
の
多

重
性
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
体
系
的
に
理
論
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る

規
範
の
二
重
性
を
手
が
か
り
と
し
て
規
範
の
多
重
性
を
体
系
的
に
論
じ
た
の
が
、
西
海
真
樹
で
あ
る
。
西
海
は
、
規
範
の
多
重
性
の
構
成
要
素
と
し

て
、
《
制
度
目
的
》
《
複
数
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
及
び
《
弱
者
に
有
利
な
規
範
群
》
と
い
う
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
（
57
）。

九
三
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が
か
り
と
し
て
―

九
四

第
一
の
要
素
の
《
制
度
目
的
》
と
は
、
規
範
の
多
重
性
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
目
的
を
意
味
す
る
。
西
海
は
同
目
的
に
つ

い
て
、
一
般
的
に
は
開
発
の
国
際
法
の
究
極
目
的
で
あ
る
「
途
上
国
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
」
ま
た
は
「
途
上
国
と
先
進
国
と
の
間
の
経
済
格
差

の
縮
小
」
と
一
致
す
る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
彼
は
さ
ら
に
、
開
発
の
国
際
法
を
「
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
を
有
す
る
具
体
的
諸
国
家
の
福
祉
を
実
現

し
、
そ
の
生
存
を
確
保
す
る
た
め
の
法
」
と
い
う
広
義
の
「
国
際
社
会
法
」
と
捉
え
る
限
り
に
お
い
て
、
規
範
の
多
重
性
の
制
度
目
的
に
は
、
人
権

保
障
や
環
境
保
護
も
含
ま
れ
る
と
述
べ
る
（
58
）。

第
二
の
要
素
で
あ
る
《
複
数
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
は
、
規
範
の
二
重
性
が
依
拠
す
る
二
分
法
的
な
国
家
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
と
対
比
を
な
す
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
の
多
重
性
に
お
い
て
は
、「
先
進
国
」
と
「
途
上
国
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
部
に
、
下
位
区
分
と
し
て
複
数
の
国
家

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
定
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
国
家
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
に
は
、
発
展
段
階
の
み
な
ら
ず
、
地
理
的
属
性
な
ど
が
混
合
的
に
基
準
と
し
て
用
い

ら
れ
る
（
59
）。

第
三
の
要
素
で
あ
る
《
弱
者
に
有
利
な
規
範
群
》
は
、
相
対
的
（
機
能
的
）
平
等
を
正
当
化
根
拠
と
す
る
強
者
に
有
利
な
待
遇
か
ら
、
規
範
の
多

重
性
を
区
別
す
る
基
準
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
重
性
と
は
異
な
り
、
多
重
性
に
お
け
る
規
範
群
は
必
ず
し
も
二
つ
に
限
定
さ
れ
ず
、

定
立
さ
れ
る
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
数
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
「
弱
者
」
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
重
性
の
場
合
に
は
、
先
進
国
に
対
し
て
途
上
国
が
弱
者
と
し
て
有
利
な
規
範
群
の
名
宛
人
と
な
る
が
、
多
重
性
の
場
合
に
は
、

先
進
国
と
途
上
国
と
い
う
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
部
の
多
様
な
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
比
較
し
て
相
対
的
に
弱
者
に
あ
る
も

の
が
そ
の
名
宛
人
と
な
る
。
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第
三
項
　
二
重
性
と
多
重
性
の
相
違

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
規
範
の
多
重
性
は
、
《
制
度
目
的
》
《
複
数
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
》
及
び
《
弱
者
に
有
利
な
規
範
群
》
と
い
う
三
つ

の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
重
性
と
比
較
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
相
違
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
及
び
規
範
群
の
数
に
関
す
る
相
違
で
あ
る
。
一
方
で
、
二
重
性
で
は
、
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
先
進
国
」
と

「
途
上
国
」
と
い
う
二
つ
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
規
範
群
も
「
先
進
国
間
を
規
律
す
る
規
範
群
」
と
「
先
進
国
―
途
上
国
（
及
び
途
上
国
間
）
を
規

律
す
る
規
範
群
」
と
い
う
二
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
他
方
で
、
多
重
性
の
場
合
、
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
先
進
国
と
途
上
国
に
限
定
さ
れ
ず
、

「
後
発
開
発
途
上
国
」
に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
そ
れ
に
伴
う
相
対
的
弱
者
へ
の
複
数
の
規
範
群
が
設
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
先
進
国
―
途
上
国
」
間
で
は
途
上
国
に
対
す
る
有
利
な
規
範
が
、
ま
た
「
途
上
国
―
後
発
開
発
途
上
国
」
の
関
係
で
は
後
発
開
発
途
上
国
に
有
利

な
規
範
が
定
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
規
範
相
互
の
関
係
は
一
層
複
雑
な
も
の
と
な
る
。

第
二
に
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
《
制
度
目
的
》
に
関
す
る
相
違
で
あ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
規
範
の
二
重
性
と
は
、
開
発
の
国
際
法

に
お
け
る
実
質
的
平
等
の
一
要
素
で
あ
る
補
償
的
不
平
等
観
念
を
法
的
に
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ
の
制
度
目
的
と
は
、
弱
者
へ
の
法

的
な
差
異
化
を
通
じ
た
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
及
び
途
上
国
の
発
展
で
あ
る
。
他
方
で
、
規
範
の
多
重
性
の
場
合
、
そ
の
制
度
目
的
は
部
分
的

に
開
発
の
国
際
法
の
目
的
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
海
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
広
義
の
国
際
社
会
法
の
法
技
術
と
し
て
の
規
範
の
多

重
性
は
、「
途
上
国
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
」
や
「
途
上
国
と
先
進
国
と
の
間
の
経
済
格
差
の
縮
小
」
と
い
う
開
発
の
国
際
法
の
究
極
目
的
の
み

な
ら
ず
、
人
権
保
障
や
環
境
保
護
も
自
ら
の
制
度
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
広
義
の
国
際
社
会
法
と
開
発
の
国
際
法
と
の
関

係
、
及
び
途
上
国
の
発
展
ま
た
は
経
済
格
差
の
縮
小
と
い
う
目
的
と
人
権
保
障
ま
た
は
環
境
保
護
と
い
う
目
的
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
点
こ
そ
、

九
五
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九
六

後
に
検
討
す
る
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
で
の
焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争

規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
九
八
〇
年
代
の
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
と
、
主
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
生

じ
た
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
と
い
う
二
つ
の
論
争
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
に
つ
い
て
は
次

章
で
扱
い
、
本
章
で
は
、
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
検
討
す
る
。
同
論
争
は
、
い
わ
ゆ
る
「
開
発
の
国
際
法
」
論
争
と
い
う
広
い
文
脈
で

提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
海
は
「
開
発
の
国
際
法
」
論
争
に
つ
い
て
、「
実
定
性
を
め
ぐ
る
論
争
」
と
「
現
実
の
機
能
を
め
ぐ
る
論
争
」
に
区

別
し
て
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
る
が
（
60
）、

以
下
で
は
規
範
の
多
重
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
後
者
を
中
心
に
検
討
す
る
。

第
一
節
　
実
定
性
を
め
ぐ
る
論
争

ま
ず
前
者
の
実
定
性
を
め
ぐ
る
論
争
で
は
、
国
連
総
会
決
議
の
法
的
効
力
（
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
）
や
究
極
目
的
ま
た
は
衡
平
と
い
っ
た
観

念
を
導
入
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
主
に
法
実
証
主
義
者
た
ち
と
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
の
間
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
は
、
国
連
総
会
決
議
に
何
ら
か
の
法
的
効
力
を
認
め
、
さ
ら
に
国
際
法
の
な
か
に
法
の
究
極
目
的
や
衡
平
と
い
っ
た
観

念
を
導
入
す
る
必
要
性
を
説
く
が
、
プ
ロ
ス
ペ
ー
ル
・
ヴ
ェ
イ
ユ
に
代
表
さ
れ
る
法
実
証
主
義
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
維

持
・
発
展
し
て
き
た
法
と
非
法
を
区
別
す
る
「
規
範
性
の
閾
（le

seu
il

d
e

n
orm

ativité
）」
を
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
（
61
）。

ヴ
ェ
イ
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ユ
は
、
一
九
八
二
年
に
公
表
し
た
「
国
際
法
に
お
け
る
相
対
的
規
範
性
に
向
け
て
？
」
（
62
）

と
い
う
著
名
な
論
文
の
な
か
で
、
国
際
組
織
の
決
議
に
何
ら

か
の
法
的
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
、「
非
法
か
ら
法
へ
の
、
ま
た
規
範
以
外
の
も
の
か
ら
規
範
で
あ
る
も
の
へ
の
移
行
点
」
（
63
）

と
し
て
の
「
規
範
性
の

閾
」
の
消
滅
を
招
く
と
し
て
批
判
し
た
（
64
）。

ヴ
ェ
イ
ユ
自
身
が
後
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
65
）、

彼
の
批
判
は
開
発
の
国
際
法
を
直
接
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
が

同
法
の
重
要
な
法
技
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
は
、
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
か
ら
反
論
が
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
同

論
者
た
ち
は
、
国
連
総
会
決
議
の
法
的
効
力
に
関
し
て
、
①
法
と
非
法
と
の
間
に
明
確
な
「
規
範
性
の
閾
」
は
存
在
せ
ず
、
両
者
の
間
に
は
不
明
瞭

な
中
間
領
域
が
存
在
す
る
、
②
こ
の
中
間
領
域
に
属
す
る
規
範
に
は
完
全
で
は
な
い
も
の
の
相
対
的
な
法
的
効
力
が
認
め
ら
れ
る
、
ま
た
は
③
規
範

形
成
を
倫
理
的
・
政
治
領
域
か
ら
法
的
領
域
へ
と
続
く
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
、
そ
の
な
か
に
国
連
総
会
決
議
を
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
（
66
）。

他
方
で
、
究
極
目
的
や
衡
平
と
い
っ
た
観
念
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
は
、
法
実
証
主
義
者
た
ち
が
唱
え
る

法
の
形
式
性
・
中
立
性
を
逆
に
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
論
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
法
実
証
主
義
が
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
依
拠
し
て
き
た
形

式
主
義
的
な
国
際
法
観
念
こ
そ
が
再
読
の
対
象
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
法
実
証
主
義
者
た
ち
に
よ
る
批
判
は
そ
も
そ
も
開
発
の
国
際
法
と
価
値

的
に
相
容
れ
な
い
と
の
反
論
が
な
さ
れ
た
（
67
）。

第
二
節
　
現
実
の
機
能
を
め
ぐ
る
論
争

実
定
性
を
め
ぐ
る
論
争
が
法
実
証
主
義
者
と
開
発
の
国
際
法
論
者
の
間
で
展
開
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
現
実
の
機
能
を
め
ぐ
る
論
争
と
は
、
第
三

世
界
主
義
者
に
よ
る
開
発
の
国
際
法
へ
の
批
判
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
世
界
主
義
者
た
ち
は
、「
開
発
の
国
際
法
と

九
七



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

九
八

は
資
本
主
義
的
支
配
秩
序
と
国
際
法
と
の
妥
協
の
所
産
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
の
新
規
範
の
形
成
が
た
と
え
第
三
世
界
諸
国
の
意
向
を
汲
ん
だ
も
の
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
資
本
主
義
的
秩
序
を
再
編
成
す
る
も
の
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
結
局
の
と
こ
ろ
そ
の
新
規
範
は
既
存
状
態
を
強
化
す
る
だ
け
で
あ

る
」
（
68
）

と
批
判
し
、
代
替
策
と
し
て
資
本
主
義
世
界
か
ら
の
断
絶
を
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
批
判
は
開
発
の
国
際
法
そ
れ
自
体
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
批
判
の
矛
先
は
、
同
法
の
基
本
原
則
ま
た
は
主
軸
の
ひ
と
つ
で
あ
る
補
償
的
不
平
等
観
念
や
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
に
も
向

け
ら
れ
た
。

西
海
は
、
補
償
的
不
平
等
観
念
及
び
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
に
対
す
る
第
三
世
界
主
義
者
た
ち
の
批
判
を
、
①
規
範
の
二
重
性
が
法
の
一
体
性

を
喪
失
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
途
上
国
問
題
を
規
律
す
る
諸
規
範
の
周
辺
化
を
招
く
と
の
批
判
、
②
規
範
の
二
重
性
の
「
仮
象
的
機
能
」
に
関
す
る
批

判
、
③
開
発
の
国
際
法
が
途
上
国
の
低
開
発
の
根
本
原
因
を
無
視
し
て
い
る
と
の
批
判
、
④
同
法
が
依
拠
す
る
連
帯
及
び
相
互
依
存
に
対
す
る
批
判
、

並
び
に
⑤
国
際
的
不
平
等
と
国
内
的
不
平
等
と
の
連
動
性
へ
の
考
慮
が
欠
け
て
い
る
と
の
批
判
の
五
つ
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
（
69
）。

以
上
の
批
判
は
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
は
②
の
仮
象
的
機
能
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

こ
の
点
、
規
範
の
二
重
性
の
仮
象
的
機
能
に
つ
い
て
指
摘
す
る
の
が
、
モ
ハ
メ
ド
・
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
と
ア
ー
メ
ド
・
マ
ヒ
ウ
で
あ
る
（
70
）。

両
者
が
共
通

し
て
批
判
す
る
の
は
、
規
範
の
二
重
性
の
虚
構
性
で
あ
る
。
ま
ず
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
は
、
規
範
の
二
重
性
を
、
主
権
平
等
に
と
っ
て
か
わ
る
、
国
際
社
会

の
構
造
の
状
態
を
安
定
化
す
る
新
た
な
虚
構
と
し
て
み
な
す
。
ギ
・
フ
ェ
や
ド
ゥ
・
ラ
シ
ャ
リ
エ
ー
ル
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
規
範
の
二
重
性
の
も

と
で
は
、
先
進
国
間
を
規
律
す
る
諸
規
則
と
先
進
国
―
途
上
国
間
を
規
律
す
る
諸
規
則
は
、
権
威
に
お
い
て
等
価
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

し
か
し
現
実
に
は
両
者
は
等
価
で
は
あ
り
え
な
い
。
非
相
互
主
義
の
よ
う
な
先
進
国
―
途
上
国
関
係
に
適
用
さ
れ
る
諸
規
範
は
、
原
則
規
範
で
あ
る

相
互
主
義
の
例
外
で
あ
り
続
け
る
。
規
範
の
二
重
性
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
例
外
規
範
を
認
め
る
こ
と
で
、
不
平
等
を
構
造
的
に
内
包
す
る
現
行
の
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法
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
虚
構
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

規
範
の
二
重
性
（d

ou
b

le
stan

d
ard

）
と
い
う
観
念
は
、
国
際
社
会
の
構
造
の
一
定
の
状
態
を
安
定
さ
せ
る
新
た
な
虚
構
と
し
て
み
な
し
う

る
。
諸
国
間
に
真
の
平
等
な
ど
一
度
も
存
在
し
て
い
な
い
。
伝
統
的
国
際
法
の
基
礎
で
あ
る
主
権
平
等
は
、
新
た
な
虚
構
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ

た
。
こ
の
虚
構
の
使
命
と
は
、
国
際
法
を
二
つ
の
異
な
る
領
域
に
区
分
し
、
形
式
主
義
的
か
つ
欺
瞞
的
な
法
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

支
配
現
象
は
常
に
、
虚
構
の
覆
い
の
も
と
で
繁
栄
し
て
い
る
（
71
）。

ベ
ジ
ャ
ウ
ィ
と
同
様
、
マ
ヒ
ウ
も
、
規
範
の
二
重
性
が
現
状
維
持
の
た
め
の
虚
構
と
し
て
機
能
す
る
と
批
判
す
る
。
彼
は
規
範
の
二
重
性
が
果
た

す
「
仮
象
作
用
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
支
配
的
な
規
範
は
先
進
諸
国
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
諸
国
か
ら
の
抵
抗
ま
た
は
異
議
申
立
て
の
対
象
と
な
る
。
こ
の

異
議
申
立
て
を
緩
和
な
い
し
解
消
す
る
た
め
に
は
、
規
範
の
二
重
性
を
通
じ
て
、
画
一
的
な
適
用
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
例
外
を
認
め
る
だ
け

で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
異
議
が
申
立
て
ら
れ
て
い
る
規
範
は
、
常
に
原
則
規
範
ま
た
は
参
照
規
範
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

原
則
規
範
が
途
上
国
に
有
利
な
例
外
を
認
め
る
の
は
、
そ
れ
ら
諸
国
が
当
該
規
範
に
効
力
を
付
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
例

外
を
受
け
い
れ
る
こ
と
で
、
途
上
国
は
、
意
識
的
ま
た
は
無
意
識
的
に
、
原
則
規
範
に
同
意
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に
仮
象
作

、
、
、

用
（jeu

d
es

ap
p

aren
ces

）
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
作
用
は
、
第
三
世
界
諸
国
に
、
実
際
は
、
既
存
の
諸
規
則

九
九



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
〇
〇

を
受
け
容
れ
さ
せ
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
例
外
の
単
な
る
受
取
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
規
範
の
形
成
に
参
画
し
て
い
る
と
信
じ
込

ま
せ
る
の
で
あ
る
（
72
）。（

強
調
引
用
者
）

す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
規
範
の
二
重
性
と
は
途
上
国
の
真
の
自
律
的
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
先
進
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る

不
公
正
な
国
際
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
規
範
の
二
重
性
は
、
先
進
国
間
を
規
律
す
る
規
則
総
体
と
先
進
国
―
途
上
国
間
を
規

律
す
る
規
則
総
体
の
「
権
威
の
等
価
性
」
を
唱
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
後
者
は
常
に
基
本
原
則
で
あ
る
前
者
の
例
外
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
規
範
の
二
重
性
は
、
途
上
国
の
不
満
を
緩
和
・
解
消
す
る
こ
と
で
、
現
行
の
秩
序
を
永
続
さ
せ
る
単
な
る
手
段
へ
と
堕
す
る
こ
と
に
な

る
。ベ

ジ
ャ
ウ
ィ
と
マ
ヒ
ウ
に
よ
る
批
判
は
、
彼
ら
が
依
拠
す
る
新
従
属
論
と
い
う
経
済
理
論
に
強
く
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
後
に

検
討
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
規
範
の
二
重
性
が
果
た
す
仮
象
的
機
能
に
関
す
る
指
摘
は
、
現
在
の
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
機
能
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
章
　
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争

一
九
八
〇
年
代
の
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
が
、
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
の
現
実
の
機
能
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
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九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
顕
在
化
す
る
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
は
、
む
し
ろ
規
範
の
多
重
性
の
分
析
概
念
と
し
て
の
有
用
性
を
焦
点
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
同
論
争
で
は
、
現
在
の
多
数
国
間
条
約
に
み
ら
れ
る
異
な
る
待
遇
と
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
と
の

関
係
が
争
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
を
連
続
す
る
同
一
線
上
で
捉
え
る
「
連
続
」
論
と
、
両
者
を
原
理
上
異
な
る
も
の
と
み
な
す
「
断
絶
」

論
と
の
対
立
で
あ
る
。

第
一
節
　
連
続
論

一
方
に
お
い
て
、
現
在
の
国
際
労
働
法
、
国
際
経
済
法
、
国
際
人
権
法
と
い
っ
た
諸
領
域
に
み
ら
れ
る
異
な
る
待
遇
を
、
開
発
の
国
際
法
時
代
の

規
範
の
多
重
性
と
連
続
し
た
も
の
と
み
な
す
見
解
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
連
続
論
を
代
表
す
る
の
が
、
西
海
真
樹
と
ラ
ジ
ャ
マ
ニ
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
西
海
は
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
を
参
照
し
、
同
法
を
部
分
的
に
超
え
る
規
範
の
多
重
性
概
念
を
構
想

し
た
。
彼
は
、
自
ら
の
規
範
の
多
重
性
概
念
の
な
か
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
諸
条
約
に
お
け
る
「
規
範
の
柔
軟
性
」
規
定
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
「
特
別
か
つ
異

な
る
待
遇
（S

p
ecial

an
d

D
ifferen

tial
T

reatm
en

t,
S

D
T

）」
規
定
、
及
び
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
規
定
を
取
り
込
み
、
同
一
線
上

に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
《
権
利+

α
／
―
α
》
《
義
務
＋
α
／
―
α
》
な
ど
の
権
利
義
務
の
類
型
、
さ
ら
に
は
「
受
益
国
」「
利
益
の
性

質
」「
利
益
内
容
」「
利
益
確
保
の
手
段
」「
限
界
」
と
い
う
五
つ
の
一
般
的
な
類
型
を
導
入
し
、
各
領
域
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
を
比
較
・
分
析
し

て
い
る
（
73
）。

西
海
に
と
っ
て
、
規
範
の
多
重
性
と
は
何
よ
り
も
「
実
質
的
平
等
の
発
現
形
態
」
（
74
）

に
ほ
か
な
ら
ず
、
よ
っ
て
、
各
領
域
に
お
け
る
異
な
る

待
遇
は
、
実
質
的
平
等
を
具
体
化
し
、
か
つ
彼
が
同
定
し
た
「
制
度
目
的
」「
複
数
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
」「
弱
者
に
有
利
な
規
範
群
」
と
い
う
構
成

要
素
を
備
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
規
範
の
多
重
性
概
念
の
な
か
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
〇
一



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
〇
二

西
海
と
同
様
、
ラ
ジ
ャ
マ
ニ
も
、
現
在
の
異
な
る
待
遇
を
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
多
重
性
の
連
続
線
上
に
捉
え
て
い
る
。
彼
は
ま
ず
、

異
な
る
待
遇
を
途
上
国
に
有
利
な
待
遇
と
先
進
国
に
有
利
な
待
遇
と
に
区
別
し
、
前
者
の
例
と
し
て
開
発
の
国
際
法
、
国
際
人
権
法
、
国
際
経
済
法

及
び
国
際
海
洋
法
の
各
領
域
を
、
ま
た
後
者
の
例
と
し
て
軍
備
管
理
・
軍
縮
法
及
び
国
際
組
織
法
を
あ
げ
る
（
75
）。

そ
の
う
え
で
彼
は
、
国
際
環
境
法
に

お
け
る
異
な
る
待
遇
を
、
前
者
の
途
上
国
に
有
利
な
待
遇
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
が
、
そ
の
際
、
国
際
経
済
法
（
＝
開
発
の
国
際
法
）、
国
際
環
境

法
及
び
国
際
人
権
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
間
に
、「
レ
ト
リ
ッ
ク
」「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
根
拠
」
及
び
「
諸
国
間
の
不
平
等
の
強
調
」
と
い
う

三
つ
の
共
通
要
素
を
見
出
し
て
い
る
（
76
）。

実
際
、
彼
は
結
論
に
お
い
て
、「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
理
念
が
幻
想
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
始
め
た
と
き
、
途
上
国

は
こ
の
理
念
を
異
な
る
場
所
で
異
な
る
装
い
の
も
と
に
再
び
主
張
し
た
の
で
あ
る
」
（
77
）

と
述
べ
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
＝
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範

の
二
重
性
・
多
重
性
と
、
国
際
環
境
法
そ
の
他
の
領
域
に
お
け
る
現
在
の
異
な
る
待
遇
と
を
同
一
線
上
に
把
握
し
て
い
る
。

第
二
節
　
断
絶
論

他
方
で
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
現
在
の
異
な
る
待
遇
と
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
と
の
断
絶
を
唱
え
る
論
者
が
次

第
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｔ
規
定
に
関
す
る
柳
赫
秀
の
見
解
、
及
び
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待

遇
に
関
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
キ
ュ
レ
の
見
解
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

柳
は
、
ガ
ッ
ト
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
移
行
を
論
じ
る
な
か
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
諸
協
定
中
の
Ｓ
Ｄ
Ｔ
規
定
が
、
開
発
の
国
際
法
時
代
の
規
範
の
二
重
性
と
完

全
に
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
規
範
の
二
重
性
と
は
、
旧
来
の
原
則
の
単
な
る
緩
和
や
一
時
的
な
逸
脱
に

と
ど
ま
ら
ず
、
旧
来
の
原
則
が
事
実
上
の
不
平
等
に
基
づ
く
「
比
例
的
な
平
等
」
を
実
現
す
る
も
の
へ
と
修
正
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
に
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対
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
Ｓ
Ｄ
Ｔ
規
定
は
、
開
発
の
国
際
法
の
「
志
向
性
」
や
「
反
抗
性
」
と
い
っ
た
属
性
を
も
は
や
失
い
、
規
範
の
柔
軟
性
へ
と
変
容

を
と
げ
た
と
さ
れ
る
（
78
）。

す
な
わ
ち
、
柳
に
と
っ
て
、
規
範
の
二
重
性
は
、
志
向
性
（
合
目
的
性
）
ま
た
は
反
抗
性
（
論
争
性
）
と
い
う
開
発
の
国
際

法
の
特
徴
を
そ
の
本
来
的
性
質
と
し
て
帯
び
る
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
そ
れ
ら
特
徴
・
性
質
の
喪
失
は
、
二
重
性
か
ら
柔
軟
性
へ
の
移
行
を
も
た
ら

す
の
で
あ
る
。
柳
の
こ
の
よ
う
な
二
重
性
と
柔
軟
性
と
い
う
概
念
上
の
区
別
は
、
前
章
で
確
認
し
た
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
の
特

徴
に
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
進
国
―
途
上
国
間
を
規
律
す
る
規
則
総
体
の
権
威
の
等
価
性
と
い
う
特
徴
は
、
開
発
の
国
際
法
の
特
徴
ま
た
は

性
質
か
ら
導
か
れ
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ラ
リ
が
提
起
し
た
二
重
性
と
柔
軟
性
と
い
う
二
つ
の
概
念
上
の
区
別
は
、
同
法
の
特
徴
・
性
質
の
有
無
に
基
づ
い

て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
に
つ
い
て
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
か
ら
の
断
絶
を
唱
え
る
の
が
キ
ュ

レ
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
、
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
特
恵
待
遇
（p

referen
tial

treatm
en

t

）
と
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
に
つ
い
て
、

各
々
が
依
拠
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
経
済
及
び
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
新
た
な
時
代
は
、
開
発

の
国
際
法
の
終
焉
を
示
し
て
い
る
。
対
立
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
よ
り
協
調
的
な
観
点
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
」
（
79
）。

さ
ら
に
キ
ュ
レ
は
、
両
者
の
概

念
的
基
礎
の
相
違
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

異
な
る
待
遇
は
、
開
発
の
国
際
法
時
代
に
考
案
さ
れ
た
特
恵
待
遇
と
の
間
に
強
い
類
似
性
を
有
し
て
お
り
、
実
際
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
様
の

結
果
を
導
く
。
し
か
し
、
異
な
る
待
遇
は
、
連
帯
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
強
調
す
る
異
な
る
概
念
的
基
礎
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
同
待
遇

は
、「
新
た
な
」
法
秩
序
の
樹
立
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
内
部
に
お
い
て
よ
り
衡
平
か
つ
実
効
的
な
結
果
を
達
成
す
る
こ

一
〇
三



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
〇
四

と
を
目
指
す
の
で
あ
る
（
80
）。（

強
調
引
用
者
）

異
な
る
待
遇
は
、
広
義
で
は
実
質
的
平
等
の
実
現
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
目
的
は
空
白
の
な
か
で
達

成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
よ
っ
て
、
差
異
化
は
、
国
際
約
束
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
法
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
実
効
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
特
に
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
差
異
化
の
形
式
は
、
現
行
の
国
際
法
秩
序
の
変
革
の
た
め
の
道
具

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
は
な
く

、
、
、
、

、
新
た
な
状
況
や
挑
戦
に
対
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
当
該
秩
序
を
適
合
さ
せ
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い、（
81
）。（

強
調
引
用
者
）

以
上
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
キ
ュ
レ
に
と
っ
て
、
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
は
、「
協
調
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
連
帯
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
と
い
う
概
念
的
基
礎
、
及
び
国
際
法
秩
序
の
変
革
で
は
な
く
「
適
合
の
た
め
の
手
段
」
と
い
う
三
つ
の
点
に
お
い
て
、
開
発
の
国
際
法
に

お
け
る
規
範
の
多
重
性
（
特
恵
待
遇
）
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
は
、
キ
ュ
レ
が
柳
と
同
様
、
規
範
の
多
重
性
概
念
を
、
開

発
の
国
際
法
の
志
向
性
や
反
抗
性
と
い
う
性
質
を
帯
び
る
概
念
と
捉
え
る
こ
と
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節
　
対
立
の
背
景

現
在
の
異
な
る
待
遇
の
評
価
を
め
ぐ
る
連
続
論
と
断
絶
論
の
対
立
は
、
根
本
的
に
は
、
同
待
遇
が
各
多
数
国
間
条
約
で
果
た
す
機
能
の
複
合
性
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
複
合
的
機
能
の
分
析
は
次
章
で
詳
し
く
扱
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
同
論
争
の
背
景
に
存
在
す
る
そ
の
他
の
要
因
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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連
続
と
断
絶
を
め
ぐ
る
論
争
が
主
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
顕
在
化
し
た
要
因
と
し
て
は
、
開
発
の
国
際
法
の
「
退
潮
（reflu

x

）」
（
82
）

と
い
う
現
象

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
発
の
国
際
法
は
一
九
六
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
、
そ
の
後
、
日
本
を
含
む
諸
外
国
に
お
い
て
活
発
な
議
論

の
対
象
と
な
っ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
状
況
は
一
変
し
、
開
発
の
国
際
法
に
対

す
る
学
問
的
関
心
は
急
速
に
低
下
す
る
（
83
）。

こ
の
こ
と
は
、
代
表
的
な
開
発
の
国
際
法
論
者
で
あ
る
ギ
・
フ
ェ
の
、
次
の
よ
う
な
い
さ
さ
か
自
嘲
気
味

の
告
白
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
人
生
の
一
部
分
す
べ
て
を
そ
の
研
究
に
費
や
し
て
き
た
開
発
の
国
際
法
。
今
で
は
も
は
や
、
誰
も
そ
れ
に
つ
い

て
語
ろ
う
と
は
し
な
い
」
（
84
）。

こ
の
よ
う
な
退
潮
の
背
景
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
頓
挫
、
自
由
主
義
的
開
発
モ
デ
ル
の
趨
勢
、
同
法
が
依
拠
し
て
き
た
経
済
的
側
面
を
重
視
し
た
開

発
観
（
85
）へ

の
批
判
、
さ
ら
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
機
能
変
化
（
86
）に

代
表
さ
れ
る
制
度
的
基
盤
の
喪
失
な
ど
様
々
な
要
因
が
存
在
す
る
が
、
同
法
へ
の
関
心

の
低
下
は
、
そ
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
き
た
規
範
の
多
重
性
概
念
に
対
し
て
も
必
然
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
第
一
大
学

の
セ
ル
ジ
ュ
・
シ
ュ
ー
ル
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
国
際
法
学
会
で
の
「
国
際
法
に
お
け
る
モ
ー
ド
の
現
象
」
と
い
う
報
告
の
な
か
で
、
補
償

的
不
平
等
観
念
や
規
範
の
二
重
性
は
現
在
、「
時
代
遅
れ
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
、
歴
史
、
そ
れ
も
法
の
歴
史
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
歴
史
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
87
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
国
際
法
学
全
体
に
お
け
る
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
概
念
に
対

す
る
関
心
の
変
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

こ
の
点
、
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
と
は
、
開
発
の
国
際
法
そ
れ
自
体
の
評
価
、
さ
ら
に
は
同
法
と
規
範
の
多
重
性
概
念
と
の
連
関
を
め

ぐ
る
争
い
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
断
絶
を
唱
え
る
論
者
た
ち
が
一
致
す
る
の
は
、
開
発
の
国
際
法
が
「
志
向
性
（
合
目
的
性
）」
及
び

「
反
抗
性
（
論
争
性
）」
と
い
う
性
質
を
帯
び
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
性
質
が
規
範
の
多
重
性
を
特
徴
づ
け
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
断
絶
論
者
た
ち
は
、
こ

一
〇
五



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
〇
六

の
よ
う
な
前
提
に
基
づ
き
、
同
法
の
衰
退
及
び
規
範
の
多
重
性
と
い
う
概
念
の
「
時
代
遅
れ
」
ま
た
は
変
容
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
連

続
論
者
、
特
に
西
海
に
と
っ
て
、
開
発
の
国
際
法
は
必
ず
し
も
、
断
絶
論
者
が
観
念
す
る
よ
う
な
「
志
向
性
」
や
「
反
抗
性
」
を
そ
の
本
質
的
な
特

徴
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
が
頓
挫
し
て
以
降
、
開
発
の
国
際
法
論
者
た
ち
が
共
通
し
て
強
調
す
る
よ
う
に
、
同
法
は
既
存
の
法
秩
序
の

根
本
的
変
革
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
自
由
主
義
的
な
法
秩
序
の
漸
進
的
な
修
正
を
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
頓
挫
は
同
法
の
衰
退
を

必
然
的
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
（
88
）。

よ
っ
て
、
規
範
の
多
重
性
概
念
に
つ
い
て
も
、「
志
向
性
」
ま
た
は
「
反
抗
性
」
と
い
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
の
急
進
的

な
性
質
を
帯
び
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
異
な
る
待
遇
と
規
範
の
多
重
性
と
の
間
に
実
質
的
な
相
違
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
の
背
景
に
は
、
開
発
の
国
際
法
と
規
範
の
多
重
性
概
念
の
連
関
性
及
び
同
法
の
現
在
の
評
価
を
め

ぐ
る
見
解
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
同
論
争
の
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、

異
な
る
待
遇
の
諸
機
能
の
対
立
ま
た
は
矛
盾
の
契
機
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
五
章
　
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能

こ
れ
ま
で
規
範
の
多
重
性
概
念
が
形
成
・
展
開
さ
れ
て
き
た
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
そ
の
内
容
を
明
ら
か
と
し
、
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
及
び

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
同
概
念
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
争
を
検
討
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
論
争
を
手
が
か
り
に
、
異
な
る
待
遇
の

諸
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
そ
れ
ら
論
争
が
示
唆
す
る
の
は
、
国
際
法
に
お
い
て
異
な
る
待
遇
が
現
在
、
三
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち
「
不
平
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等
補
償
機
能
」「
普
遍
性
確
保
機
能
」
及
び
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
」
を
複
合
的
・
重
畳
的
に
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
節
　
不
平
等
補
償
機
能

開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
多
重
性
の
最
も
根
本
的
な
機
能
と
は
、
相
対
的
弱
者
に
対
し
て
有
利
な
待
遇
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
諸
国
間
の

発
展
格
差
を
緩
和
さ
ら
に
は
是
正
し
、
そ
れ
ら
弱
者
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
強
者
に
有
利
な
待
遇
と
区
別
す
る
意
味
で
も
、
こ
の
よ

う
な
不
平
等
補
償
機
能
が
現
在
の
異
な
る
待
遇
の
本
質
的
な
機
能
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

た
だ
し
、
第
一
次
及
び
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
が
示
す
の
は
、
こ
の
機
能
の
具
体
的
な
発
現
形
態
に
つ
い
て
、
時
代
及
び
論
者
に
応
じ

て
意
見
の
相
違
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
提
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
異
な
る
待
遇
は

い
か
に
し
て
、
諸
国
間
の
発
展
格
差
を
緩
和
・
是
正
し
、
さ
ら
に
途
上
国
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
発
展
格
差
の
「
緩
和
」「
是
正
」
及
び
途
上
国
の
「
発
展
」
と
の
関
係
、
並
び
に
そ
れ
ら
目
標
に
対
す
る
異
な
る
待
遇
の
関

与
の
仕
方
で
あ
る
。

異
な
る
待
遇
が
、
弱
者
に
対
し
て
有
利
な
待
遇
を
法
的
に
付
与
す
る
こ
と
で
、
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
「
緩
和
」
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
発
展
格
差
の
「
是
正
」
さ
ら
に
は
途
上
国
の
「
発
展
」
へ
と
つ
な
が
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
一
次

「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
に
お
い
て
、
第
三
世
界
論
者
た
ち
が
批
判
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
緩
和
か
ら
発
展
へ
の
移
行
が
構
造
的
に
欠
如

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
規
範
の
二
重
性
（
多
重
性
）
内
部
に
移
行
の
た
め
の
戦
略
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
第
三
世
界
論
者
た
ち
か
ら
の
批
判
は
、
新
従
属
論
の
衰
退
と
経
済
的
自
由
主
義
の
趨
勢
が
明
ら
か
な
現
在
、
一
層
深
刻
な
も
の
と
し

一
〇
七



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
〇
八

て
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
異
な
る
待
遇
が
諸
国
間
の
発
展
格
差
を
考
慮
し
そ
の
緩
和
に
貢
献
す
る
と
し
て
も
、
明
確
な
発
展
戦
略
の

な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
同
待
遇
は
途
上
国
の
真
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
道

具
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
モ
リ
ー
ス
・
フ
ロ
リ
は
か
つ
て
、
法
律
家
の
役
割
に
関
し
て
「
経
済
的
な
方
向
を
定
め
る
の
は
法
律
家
の
役
割
で

は
な
く
、
示
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
最
適
な
戦
略
を
発
見
し
、
適
当
な
法
技
術
を
考
案
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
89
）

と
述
べ
た
が
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
異
な
る
待
遇
は
は
た
し
て
「
い
か
な
る
目
的
の
た
め
の
最
適
な
戦
略
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
策
と
法
の
連
関
性
と
い
う
観
点
は
、
異
な
る
待
遇
の
不
平
等
補
償
機
能
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
問
い
を
改
め
て
提
起
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
実
質
的
平
等
の
確
立
に
お
い
て
、
異
な
る
待
遇
を
含
む
法
技
術
は
ど
れ
ほ
ど
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
少
な
く
と
も
現
状
を
み
る
限
り
、
異
な
る
待
遇
に
つ
い
て
過
度
の
期
待
を
寄
せ
る
べ
き

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
諸
国
間
の
発
展
の
不
平
等
の
緩
和
に
お
い
て
、
同
待
遇
が
果
た
す
機
能
の
重
要
性
は
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
万
能
薬
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
さ
ら
に
異
な
る
待
遇
と
い
う
法
形
式
に
の
み
着
目
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
平
等
の
達
成

に
寄
与
す
る
法
以
外
の
形
式
を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
（
90
）。

し
た
が
っ
て
、
不
平
等
補
償
機
能
に
関
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
異
な
る
待
遇
が
依
拠
す
べ
き
発
展
戦
略
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
及
び
「
法
律
中
心

主
義
」
を
超
え
て
こ
の
戦
略
の
な
か
に
同
待
遇
を
適
切
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
再
検
討
は
と
り
わ
け
、
異
な
る
待
遇
の
機
能
に

つ
い
て
次
に
み
る
普
遍
性
確
保
機
能
が
強
調
さ
れ
る
現
在
、
一
層
重
要
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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第
二
節
　
普
遍
性
確
保
機
能

開
発
の
国
際
法
が
規
範
の
多
重
性
の
不
平
等
補
償
機
能
を
主
に
着
目
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
現
在
の
異
な
る
待
遇
は
む
し
ろ
、
多
数
国
間
条
約

に
お
け
る
普
遍
性
を
確
保
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
普
遍
性
確
保
機
能
は
、
第
二
次
「
規
範
の
多
重

性
」
論
争
に
お
け
る
キ
ュ
レ
の
見
解
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
に
関
し
て
特
に
強
調
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
連
続
論

を
唱
え
る
ラ
ジ
ャ
マ
ニ
も
、
条
約
体
制
の
普
遍
性
の
確
保
と
い
う
機
能
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

共
通
だ
が
差
異
あ
る
責
任
は
、
環
境
に
関
す
る
共
通
目
標
が
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
同
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
行
動
に
つ
い
て
諸
国
の

間
に
差
異
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
論
理
的
に
導
か
れ
る
の
は
、
諸
国
が
引
き
受
け
る
役
割
に
違
い
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
と
し
て
共
通
目
標
を
促
進
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
行
動
が

環
境
に
関
す
る
共
通
目
標
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
異
な
る
待
遇
は
行
き
過
ぎ
と
な
る
。
こ
の
目
標
は
条
約
の
趣
旨
及
び

目
的
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
導
か
れ
る
準
則
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
条
約
に
お
け
る
異
な
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

待
遇
の
範
囲
は

、
、
、
、
、
、

、
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
の
た
め
に
制
限
さ
れ
う
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
91
）。（

強
調
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
ャ
マ
ニ
は
、
異
な
る
待
遇
と
条
約
の
「
趣
旨
及
び
目
的
」
と
の
両
立
性
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
、
異
な
る
待
遇
と

多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
は
機
能
的
に
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
西
海
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
多
数
国
間
条
約
に
導
入
さ

れ
た
異
な
る
待
遇
は
、「
条
約
の
普
遍
性
の
要
請
」、「
諸
国
の
多
様
性
と
い
う
現
実
」
及
び
「
留
保
の
禁
止
ま
た
は
そ
の
許
容
範
囲
の
限
定
の
要
請
」

一
〇
九



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
一
〇

の
も
と
で
、
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
に
と
っ
て
か
わ
る
国
際
立
法
の
一
手
段
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
（
92
）。

第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
に
お
け
る
連
続
論
と
断
絶
論
と
の
対
立
は
、
こ
の
普
遍
性
確
保
機
能
と
前
述
の
不
平
等
補
償
機
能
と
の
関
係
を

め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
に
つ
い
て
、
ラ
ン
フ
ラ
ン
キ
が
「
発

展
の
不
平
等
の
是
正
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
環
境
保
護
と
い
う
共
通
利
益
に
対
応
す
る
も
の
」
（
93
）

と
評
価
す
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
多
く

の
多
数
国
間
条
約
制
度
に
お
い
て
、
不
平
等
補
償
機
能
よ
り
も
普
遍
性
確
保
機
能
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
連
続
論

者
た
ち
と
は
異
な
り
、
断
絶
を
唱
え
る
キ
ュ
レ
や
柳
は
、
現
在
の
国
際
環
境
法
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
が
、
環
境
保
護
ま
た
は
自
由
貿
易

と
い
う
ア
プ
リ
オ
リ
な
共
通
目
標
の
も
と
、
各
条
約
体
制
の
普
遍
性
を
確
保
す
る
た
め
の
一
手
段
へ
と
変
容
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
不
平
等
補
償
機
能
か
ら
普
遍
性
確
保
機
能
へ
の
力
点
の
移
動
は
、「
国
際
共
同
体
」
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
や
開
発
の
国
際
法
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
途
上
国
が
主
張
す
る
国
際
共
同
体
の
唯
一
ま
た
は
第
一
義
的
な
共
通
目

標
と
は
、
何
よ
り
も
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
及
び
途
上
国
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
通
目
標
に
向
け
て
、
先
進
国
及
び
国

際
共
同
体
は
連
帯
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
具
体
的
に
は
先
進
国
の
途
上
国
へ
の
援
助
義
務
な
ど
が
導
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
環
境
保
護

と
い
っ
た
諸
問
題
が
顕
在
化
す
る
に
つ
れ
て
、
国
際
共
同
体
が
達
成
す
べ
き
共
通
目
標
も
多
様
化
し
、
そ
の
結
果
、
必
然
的
に
そ
れ
ら
目
的
間
の
調

和
さ
ら
に
は
比
較
衡
量
が
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
国
際
共
同
体
の
変
化
及
び
共
通
目
標
の
多
様
化
は
、
国
際
的
な
「
連
帯
」
観
念
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
国
際

共
同
体
に
お
け
る
連
帯
観
念
に
つ
い
て
は
近
年
改
め
て
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
（
94
）、

そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
の
途
上
国
か
ら
先
進

国
へ
の
一
方
的
な
要
求
と
し
て
の
連
帯
か
ら
、
共
通
目
標
へ
向
け
た
相
互
的
な
義
務
及
び
衡
平
な
配
分
原
理
と
し
て
の
連
帯
へ
の
変
容
で
あ
る
。
例
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え
ば
、
ダ
ン
は
国
際
協
力
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
期
の
連
帯
に
つ
い
て
そ
れ
が
一
方
通
行
的
な
（o

n
e-sid

ed

）
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、「
先
進
国
は
開
発
協
力
に
よ
り
多
く
の
公
的
資
源
を
配
分
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
途
上
国
に
は
い
か
な
る
貢
献
も
要
求

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
95
）

と
評
価
し
、
こ
の
よ
う
な
一
方
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
連
帯
の
一
要
素
で
あ
る
「
義
務
の
相
関
性
（m

u
tu

ality

）」
に
反
す

る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
国
際
的
な
連
帯
と
は
「
衡
平
な
負
担
配
分
の
観
念
」
（
96
）

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

同
観
念
の
も
と
、
途
上
国
も
共
通
目
的
の
実
現
の
た
め
に
一
定
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
97
）。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
国
際
共
同
体
及
び
各
多
数
国
間
条
約
体
制
に
お
い
て
は
、
途
上
国
の
発
展
や
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
は
、
国
際
共
同
体

が
追
求
す
べ
き
唯
一
の
目
標
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
共
通
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
他
の
目
標
と
の
均
衡
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
国
際
的
連
帯
の
対
象
も
各
条
約
体
制
に
お
け
る
諸
目
標
間
の
相
対
的
な
比
較
衡
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
仮
に
環
境
保
護
や
自

由
貿
易
と
い
っ
た
目
標
が
優
越
す
る
と
す
れ
ば
、
連
帯
は
こ
れ
ら
共
通
目
標
の
た
め
の
衡
平
な
負
担
配
分
の
観
念
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
異
な
る
待

遇
は
、
諸
国
間
の
不
平
等
を
補
償
す
る
た
め
の
手
段
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
配
分
を
法
的
に
具
体
化
す
る
手
段
と
し
て
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
そ
の
と
き
次
に
検
討
す
る
異
な
る
待
遇
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
が
作
動
す
る
余
地
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能

最
後
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
と
は
、
上
で
検
討
し
た
異
な
る
待
遇
の
二
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち
不
平
等
補
償
機
能
と
普
遍
性
確
保
機
能
と
の
矛
盾

の
結
果
生
じ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
機
能
は
、
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
に
お
い
て
、
第
三
世
界
論
者
た
ち
が
規
範
の
二
重

性
の
「
仮
象
的
機
能
」
と
し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
論
者
は
、
規
範
の
二
重
性
は
途
上
国
の
真
の
発
展
を
促
進

一
一
一



国
際
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に
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一
一
二

す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
諸
国
を
不
公
平
な
構
造
へ
と
固
定
化
し
、
さ
ら
に
同
構
造
を
維
持
す
る
機
能
を
果
た
す
と
批
判
し
た
。

第
三
世
界
論
者
た
ち
の
批
判
は
新
従
属
論
と
い
う
経
済
理
論
に
強
く
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
批
判
は
現
在
の
異
な
る
待
遇
に
つ
い

て
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。
特
に
、
普
遍
性
確
保
機
能
の
強
調
と
い
う
現
在
の
傾
向
に
お
い
て
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
が
作
動
す
る
余
地
は
一

層
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
異
な
る
待
遇
が
諸
国
間
の
不
平
等
の
是
正
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
各
条
約
体
制
の
共
通

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
と
き
、
異
な
る
待
遇
は
同
体
制
の
原
則
的
地
位
を
再
確
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
途
上

国
に
一
定
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
第
三
世
界
論
者
た
ち
の
批
判
は
主
に
、
異
な
る
待
遇
と
い
う
例

外
規
範
の
受
容
を
通
じ
て
、
原
則
規
範
の
基
底
的
な
地
位
が
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
異
な
る
待
遇
は
、
途
上
国
に
対
し
て
原
則
規
範
ま
た
は
体
制
そ
れ
自
体
の
消
極
的
な
承
認
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
追
求
す

る
共
通
目
標
へ
の
積
極
的
な
貢
献
を
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
各
条
約
体
制
の
共
通
目
標
の
内
容
で
あ
る
。
ラ
ジ
ャ
マ
ニ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
異
な
る
待
遇
の
普
遍

的
確
保
機
能
が
強
調
さ
れ
る
結
果
、
同
待
遇
の
適
用
範
囲
は
、
そ
れ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
条
約
の
「
趣
旨
及
び
目
的
」、
よ
り
広
く
は
条
約
体
制
の

「
共
通
目
標
」
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
目
標
が
、
諸
国
の
発
展
格
差
や
途
上
国
の
発
展
を
少
な
く
と
も
そ
の
実
質
的
な
一
部
と
す
る
場

合
、
不
平
等
補
償
機
能
と
普
遍
性
確
保
機
能
の
間
に
齟
齬
は
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
途
上
国
は
異
な
る
待
遇
の
も
と
、
共
通
目
標
の
達
成
に
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
自
国
の
発
展
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
反
対
に
、
条
約
の
共
通
目
標
が
、
途
上
国
の
発
展
を
「
外
見

上
」
考
慮
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
場
合
、
ま
た
は
同
発
展
を
他
の
目
標
に
対
し
て
著
し
く
劣
位
に
置
く
場
合
、
両
機
能
の
矛
盾
が
生
じ
る
と
同
時
に

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
が
作
動
す
る
。
つ
ま
り
、
マ
ヒ
ウ
の
表
現
を
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
と
き
「
異
な
る
待
遇
は
途
上
国
に
対
し
て
、
自
国
の
発
展
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に
反
す
る
目
標
及
び
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
義
務
の
単
な
る
受
取
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
目
標
の
追
求
を
通
じ
て
自
ら
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
る
と
信
じ
こ
ま
せ
る
」
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
待
遇
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
と
は
、
条
約
体
制
の
共
通
目
標
に
お
け
る
途
上
国
の

発
展
と
他
の
目
標
と
の
狭
間
、
及
び
異
な
る
待
遇
の
不
平
等
補
償
機
能
と
普
遍
性
確
保
機
能
と
の
両
立
不
可
能
性
の
な
か
で
作
用
す
る
も
の
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

結
こ
れ
ま
で
規
範
の
多
重
性
を
め
ぐ
る
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
、
国
際
法
に
お
い
て
異
な
る
待
遇
が
果
た
す
諸
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
生
じ
た
第
一
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
で
は
、
異
な
る
待
遇
が
、
諸
国
間
の
発
展
格
差
の
是
正
や
途
上
国
の
真
の
発
展
に
貢
献

す
る
の
で
は
な
く
、
仮
象
的
機
能
を
通
じ
て
、
不
平
等
を
構
造
的
に
内
包
す
る
現
行
秩
序
を
維
持
・
再
生
産
す
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
た
。
ま
た
、
一

九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
で
は
、
開
発
の
国
際
法
時
代
の
規
範
の
二
重
性
・
多
重
性
と
現
在
の

異
な
る
待
遇
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
連
続
論
と
断
絶
論
と
い
う
対
立
す
る
見
解
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
対
立
の
背
景
に
は
、
規
範
の
多
重
性
概
念

を
め
ぐ
る
評
価
の
相
違
や
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
開
発
の
国
際
法
の
退
潮
と
い
う
国
際
法
学
の
流
行
の
変
遷
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
根
本
的
に
は
、

異
な
る
待
遇
が
多
数
国
間
条
約
で
果
た
す
「
不
平
等
補
償
機
能
」
と
「
普
遍
性
確
保
機
能
」
と
い
う
二
つ
の
機
能
の
関
係
、
と
り
わ
け
機
能
間
の
力

点
の
移
動
と
両
立
（
不
）
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
規
範
の
多
重
性
を
め
ぐ
る
二
つ
の
論
争
は
、
様
々
な

一
一
三
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一
一
四

多
数
国
間
条
約
に
お
い
て
異
な
る
待
遇
が
現
在
果
た
し
て
い
る
諸
機
能
を
示
す
と
同
時
に
、
各
機
能
に
内
在
す
る
諸
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

最
後
に
、
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
異
な
る
待
遇
研
究
の
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
の
検
討
が
明
ら
か
に
し
た
の

は
、
異
な
る
待
遇
が
不
平
等
補
償
機
能
、
普
遍
性
確
保
機
能
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
同
時
に
果
た
し
、
さ
ら
に
現
在
の
傾

向
と
し
て
、
不
平
等
補
償
機
能
か
ら
普
遍
性
確
保
機
能
へ
と
力
点
が
移
動
す
る
こ
と
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
が
作
動
す
る
余
地
が
拡
大
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
で
は
こ
の
力
点
が
い
か
に
し
て
移
動
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
異
な
る
待
遇
の
三
つ
の

機
能
間
に
お
け
る
強
調
の
度
合
い
は
、
各
体
制
、
時
期
及
び
文
脈
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
コ
ス
ケ
ニ
エ
ミ
の
言
葉
を
用
い
れ

ば
、
異
な
る
待
遇
の
三
つ
の
機
能
相
互
間
の
関
係
を
規
定
す
る
「
構
造
的
バ
イ
ア
ス
（stru

ctu
ral

b
ias

）」
が
ど
の
よ
う
に
決
定
、
固
定
化
さ
れ
、

ま
た
変
容
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
、
本
稿
の
検
討
が
示
唆
す
る
の
は
、
異
な
る
待
遇
の
諸
機
能
間
で
の
力
点
の
移
動
が
、
主
に
各
条
約
制
度
の
「
共
通
目
標
」
を
中
心
に
転

回
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
次
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
に
お
い
て
断
絶
論
者
た
ち
に
共
通
す
る
点
と
は
、
環
境
保
護
や
自
由
貿
易
と
い

う
共
通
目
標
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
決
定
及
び
固
定
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
空
間
に
お
い
て
は
、
異
な
る
待
遇
の
範
囲
は
各
条
約
体
制
の
共
通
目

標
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
も
、
不
平
等
補
償
機
能
よ
り
も
普
遍
性
確
保
機
能
へ
と
そ
の
力
点
が
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
各
条
約
体
制
及
び
そ
の
共
通
目
標
が
諸
国
間
の
不
平
等
及
び
不
公
正
な
構
造
を
内
包
し
て
い
る
場
合
、
異
な
る
待
遇
の
こ
れ
ら
二
つ
の
機

能
の
両
立
不
可
能
性
が
顕
在
化
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
が
作
動
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
不
平
等
補
償
機
能
、
普
遍
性
確
保
機
能
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
能
と
い
う
異
な
る
待
遇
の
諸
機
能
相
互
の
関
係
は
、
最
終
的
に
は

条
約
体
制
の
「
共
通
目
標
」
ま
た
は
条
約
の
「
趣
旨
及
び
目
的
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
言
い
換
え
れ
ば
、
条
約
体
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制
さ
ら
に
は
国
際
法
秩
序
全
体
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
機
能
ま
た
は
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
各
条
約
体
制
の
「
構
造
的
バ
イ
ア
ス
」

の
形
成
と
「
共
通
目
標
」
や
「
趣
旨
及
び
目
的
」
と
の
関
係
、
さ
ら
に
同
バ
イ
ア
ス
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
実
践
と
異
な
る
待
遇

の
関
係
な
ど
の
諸
問
題
に
関
し
て
、
一
層
の
理
論
的
解
明
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
99
）。

そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
の
地
平
に
お
い
て
、
現
在
の

研
究
に
失
わ
れ
て
い
る
視
点
、
す
な
わ
ち
異
な
る
待
遇
の
体
系
的
な
把
握
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
示
し
た
領
域
横
断
的
な
視
点

を
維
持
し
つ
つ
、
各
分
野
に
点
在
す
る
異
な
る
待
遇
を
相
互
に
関
連
づ
け
、
国
際
法
秩
序
の
な
か
に
改
め
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
い
ま
求
め
ら
れ
て

い
る
。

一
一
五



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
一
六

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
1
）
世
界
銀
行
及
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
加
重
表
決
制
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
。
佐
藤
哲
夫
『
国
際
組
織
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
一
七
五
―
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agu

e:
M

artin
u

s
N

ijh
off

P
u

blish
ers,

2000),
p

p
.

186-

219.

（
2
）
核
兵
器
不
拡
散
条
約
に
お
い
て
は
、
締
約
国
は
「
核
兵
器
国
」
と
「
非
核
兵
器
国
」
と
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
義
務
が
課
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
核
兵
器
国
は
非
核
兵
器
国
へ
の
拡
散
防
止
義
務
を
負
う
（
第
一
条
）
の
に
対
し
て
、
非
核
兵
器
国
は
拡
散
避
止
義
務
（
第
二
条
）
及
び
原
子
力
の
平
和
的
利
用
義
務

（
第
三
条
）
を
負
う
。

（
3
）
こ
の
よ
う
な
強
国
に
有
利
な
異
な
る
待
遇
は
従
来
、「
相
対
的
平
等
（relative

eq
u

ality

）」「
機
能
的
平
等
（fu

n
ction

al
eq

u
ality

）」
と
い
う
名
の
も
と
に
分
析
ま

た
は
正
当
化
さ
れ
て
き
た
。
国
家
平
等
観
念
に
お
け
る
相
対
的
（
機
能
的
）
平
等
論
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿
「
国
家
平
等
原
則
の
概
念
枠
組
み
―

日
本
国
際
法
学
に
お
け
る
展
開
」『
法
学
新
報
』
一
一
六
巻
一
・
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
二
八
頁
以
下
、
参
照
。

（
4
）
国
際
労
働
法
に
お
け
る
「
規
範
の
柔
軟
性
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。
西
海
真
樹
「
南
北
問
題
と
国
際
立
法
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
五
巻
六
号
（
一
九

九
七
年
）
六
―
一
三
頁;

N
.

V
alticos

et
F

.
W

olf,
L

,organ
isation

in
tern

ation
ale

d
u

travail
et

les
p

ays
en

voie
d

e
d

évelop
p

em
en

t:
tech

n
iqu

es
d

,élabo-

ration
et

m
ise

en
œ

u
vre

d
e

n
orm

es
u

n
iverselles

,
en

S
ociété

fran
çaise

p
ou

r
le

d
roit

in
tern

ation
al,

L
e
s

p
a

y
s

e
n

v
o
ie

d
e

d
é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
e
t

tr
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
d

u
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l,
C

olloqu
e

d
,A

ix-en
-P

roven
ce

(P
aris:P

ed
on

e,1974),p
p

.127-146;D
.H

am
ad

ou
n

,
P

lu
r
a

lité
d

e
s

n
o
r
m

e
s

e
n

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
tr

a
v

a
il, th

èse
p

ou
r

le
D

octorat
d

e
3

ecycle,U
n

iversité
d

,A
ix-M

arseille
III,1982;J.-M

.S
ervais,

F
lexibility

an
d

rigid
i-

ty
in

in
tern

ation
al

labou
r

stan
d

ard
s

,
In

te
r
n

a
tio

n
a

l
L

a
b
o
u

r
R

e
v

ie
w

,
V

ol.
125,

N
o.

2,
M

arch
-A

p
ril

1986,
p

p
.

193-208.

な
お
正
確
に
は
、
規
範
の
柔

軟
性
と
は
、
国
際
労
働
法
規
範
の
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
待
遇
そ
れ
自
体
を
指
示
す
る
概
念
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
お
い
て
、
弱
者
に
有
利
な

異
な
る
待
遇
と
は
、
規
範
の
柔
軟
性
を
確
保
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
実
際
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
は
、
規
範
の
柔
軟
性
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
同
待
遇
の
ほ
か
に
、
技
術
的
な
詳
細
等
に
関
し
て
定
め
る
勧
告
を
伴
っ
た
条
約
の
採
択
や
、
医
学
の
進
展
を
反
映
さ
せ
る
旨
の
規
定
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

D
ép

artem
en

t
d

es
n

orm
es

in
tern

ation
ales

d
u

travail,
B

u
reau

in
tern

ation
al

d
u

T
ravail,

M
a

n
u

e
l

s
u

r
le

s
p

r
o
c
é
d

u
r
e
s

e
n

m
a

tiè
r
e

d
e

c
o
n

v
e
n

tio
n

s

e
t

r
e
c
o
m

m
e
n

d
a

tio
n

s
in

te
r
n

a
tio

n
a

le
s

d
u

tr
a

v
a

il
(C

E
A

C
R

-2005-04-0101-18.d
oc/v.4)

2006,p
p

.6-7.

（
5
）

D
eclaration

of
th

e
G

ran
tin

g
of

In
d

ep
en

d
en

ce
to

C
olon

ialC
ou

n
tries

an
d

P
eop

les,14
D

ecem
ber

1960,U
N

/G
A

.R
es.1514(X

V
).

（
6
）
外
務
省
編
『
国
連
貿
易
開
発
会
議
の
研
究
―
南
北
問
題
の
新
展
開
』（
世
界
経
済
研
究
協
会
、
一
九
六
五
年
）
三
頁
。

“

　
”

“

　
”



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
三
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
一
年
　
三
月
）

（
7
）
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
〇
）
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
を
参
照
。L

.
P

h
ilip

,
A

van
t-p

rop
os

,
en

A
n

d
r
é

P
h

ilip
p

a
r

lu
i-m

^e
m

e
o
u

le
s

v
o
ie

d
e

la
lib

e
r
té

(P
aris:A

u
bier

M
on

taign
e,1971),p

p
.7-25.

な
お
、
近
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
業
績
を
再

評
価
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
が
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
三
―
一
四
日
に
国
民
議
会
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
再
発
見
」
と
題
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
各
論
者
の
報
告
は
次
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。C

.
C

h
evan

d
ier

et
G

.
M

orin
(d

ir.),
A

n
d

r
é

P
h

ilip
,

s
o
c
ia

lis
te

,
p

a
tr

io
te

,
c
h

r
é
tie

n
(P

aris:C
om

ité
p

ou
r

l ,h
istoire

écon
om

iqu
e

et
fin

an
cière,2005).

（
8
）

A
.P

h
ilip

,
L

es
N

ation
s

U
n

ies
et

les
p

ays
en

voie
d

e
d

évelop
p

em
en

t
,en

A
ssociation

p
ou

r
le

D
évelop

p
em

en
t

d
u

D
roit

M
on

d
ial,

L
,a

d
a

p
ta

tio
n

d
e

l ,O
.N

.U
.

a
u

m
o
n

d
e

d
,a

u
jo

u
r
d

,h
u

i ,C
olloqu

e
in

tern
ation

ald
e

N
ice,27-29

m
ai1965

(P
aris:P

ed
on

e,1965),p
p

.129-135.

（
9
）

Ib
id

.,
p

.129.

（
10
）

M
.V

irally,
V

ers
u

n
d

roit
in

tern
ation

ald
u

d
évelop

p
em

en
t

,
A

.F
.D

.I.,T
om

e-11,1965,p
p

.3-12.

（
11
）

Ib
id

.,p
.5

（
12
）

Ib
id

.,
p

.6.

（
13
）

Ib
id

.,p
.7-8.

（
14
）

Ib
id

.,p
p

.8-9.

（
15
）

In
stitu

te
U

n
iversitaire

d
e

H
au

tes
É

tu
d

es
In

tern
ation

ales,
L

e
s

r
é
s
o
lu

tio
n

s
d

a
n

s
la

fo
r
m

a
tio

n
d

u
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,

C
olloqu

e
d

es
20

et
21

n
ovem

bre
1970

(G
en

eva:In
stitu

t
U

n
iversitaire

d
e

H
au

tes
É

tu
d

es
In

tern
ation

ales,1971).

（
16
）

S
ociété

fran
çaise

p
ou

r
le

d
roit

in
tern

ation
al,

L
e
s

p
a

y
s

e
n

v
o
ie

d
e

d
é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
e
t

tr
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
d

u
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l,
s
u

p
r
a

n
ote

(4).

（
17
）

C
en

tre
d

e
rech

erch
es

et
d

,étu
d

es
su

r
les

sociétés
m

éd
iterran

éen
n

es,
L

a
fo

r
m

a
tio

n
d

e
s

n
o
r
m

e
s

e
n

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,

T
able

R
on

d
e

fran
co-m

agh
rébin

e
d

,A
ix-en

-P
roven

ce
(P

aris:C
N

R
S

,1984).

（
18
）

F
.S

n
yd

er
an

d
P

.S
lin

n
(ed

s.),
In

te
r
n

a
tio

n
a

l
la

w
o
f

D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t:
C

o
m

p
a

r
a

tiv
e

P
e
r
s
p

e
c
tiv

e
s

(A
bin

gd
on

:P
rofession

alB
ooks,1987).

（
19
）

A
.P

ellet
et

J-M
.S

orel(d
ir.),

L
e

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
s
o
c
ia

l
e
t

c
u

ltu
r
e
l

(P
aris:L

,h
erm

ès,1997).

（
20
）

M
.F

lory,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
(P

aris:P
U

F
.1977).

（
21
）

A
.

P
ellet,

L
e

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
(P

aris:
P

U
F

,
1978);

ア
ラ
ン
・
ペ
レ
（
小
谷
他
訳
）『
開
発
国
際
法
』
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
（
白
水
社
、

“
　

”

“
　

”

“
　

”

一
一
七



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
一
八

一
九
八
九
年
）。

（
22
）

M
.

B
en

n
ou

n
a,

D
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t:
T

ie
r
s

m
o
n

d
e

e
t

in
te

r
p

e
lla

tio
n

d
u

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
(P

aris:
B

erger-L
evrau

lt,

1983).

（
23
）

G
.

F
eu

er
et

H
.

C
assan

,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
(P

aris:
D

alloz,
1985);

G
.

F
eu

er
et

H
.

C
assan

,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u

d
é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t, 2
eéd

.(P
aris:D

alloz,1991).

（
24
）
英
語
圏
に
お
け
る
開
発
の
国
際
法
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。F

.
S

n
yd

er
an

d
P

.
S

lin
n

(ed
s.),

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
L

a
w

o
f

D
e
v

e
lo

p
m

e
n

t,

s
u

p
r
a

n
ote

(18);
F

.V
.

G
arcia-A

m
ad

or,
T

h
e

e
m

e
r
g
in

g
in

te
r
n

a
tio

n
a

l
la

w
o
f

d
e
v

e
lo

p
m

e
n

t:
a

n
e
w

d
im

e
n

s
io

n
o
f

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
e
c
o
n

o
m

ic
la

w

(N
ew

Y
ork:O

cean
a

P
u

blication
s,1990).

（
25
）
日
本
に
お
け
る
開
発
の
国
際
法
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。
吾
郷
真
一
「
最
遅
開
発
国
と
開
発
の
国
際
法
」『
ア
ジ
ア
経
済
』
二
一
巻
九
号
（
一

九
八
〇
年
）
五
三
―
六
四
頁;

位
田
隆
一
「
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
発
展
途
上
国
の
法
的
地
位
―
国
家
の
平
等
と
発
展
の
不
平
等
」『
法
学
論
叢
』
一
一
六
巻
一
―
六
号

（
一
九
八
五
年
）
六
〇
九
―
六
四
七
頁;

同
「『
開
発
の
国
際
法
』
理
論
―
フ
ラ
ン
ス
国
際
法
学
の
一
端
」『
日
仏
法
学
』
一
六
号
（
一
九
八
九
年
）
四
七
―
七
三
頁;

高
島

忠
義
『
ロ
メ
協
定
と
開
発
の
国
際
法
』（
成
文
堂
、
一
九
九
一
年
）;

同
『
開
発
の
国
際
法
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
五
年
）;

西
海
真
樹
「『
開
発
の
国
際
法
』
に
お
け
る

補
償
的
不
平
等
観
念
―
二
重
規
範
論
を
て
が
か
り
に
し
て
」『
熊
本
法
学
』
五
三
号
（
一
九
八
七
年
）
三
三
―
九
二
頁;

同
「『
開
発
の
国
際
法
』
論
争
―
南
北
経
済
関
係

に
お
け
る
国
際
法
の
役
割
と
限
界
」『
法
学
と
政
治
学
の
諸
相
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
七
―
一
九
六
頁;

同
「
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
『
規
範
の
多
重
性
』

論
」『
世
界
法
年
報
』
一
二
号
（
一
九
九
二
年
）
二
―
一
六
頁;
伊
藤
一
頼
「『
開
発
の
国
際
法
』
の
再
検
討
―
新
た
な
理
論
枠
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
―
」『
本
郷
法
政

紀
要
』
一
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
―
四
二
頁
。

（
26
）

M
.F

lory,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,
s
u

p
r
a

n
ote

(20),p
.31.

（
27
）

G
.F

eu
er

et
H

.C
assan

,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,2
e

éd
.,

s
u

p
r
a

n
ote

(23),p
.24.

（
28
）

Ib
id

.,p
p

.25-26.

（
29
）

Ib
id

.,p
p

.26-28.

（
30
）

Ib
id

.,
p

.28.

（
31
）

Ib
id

.,
p

p
.29-32.

（
32
）

Ib
id

.,p
p

.32-34.



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
三
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
一
年
　
三
月
）

（
33
）

Ib
id

.,p
p

.34-37.

（
34
）
日
本
で
は
、
実
質
的
平
等
観
念
に
対
し
て
、
①
相
対
的
（
機
能
的
）
平
等
、
②
法
内
容
に
お
け
る
平
等
（
権
利
義
務
の
平
等
）
及
び
③
果
実
・
結
果
の
平
等
、
と
い
う

三
つ
の
異
な
る
意
味
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
実
質
的
平
等
と
は
、
こ
の
う
ち
③
の
果
実
・
結
果
の
平
等
を
指
し
、
前
二
者
と
は
区
別
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。
実
質
的
平
等
観
念
を
め
ぐ
る
混
乱
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
家
平
等
原
則
の
概
念
枠
組
み
」
前
掲
註(

3)

二
三
六
―
二
三
八
頁
、
参
照
。

（
35
）
位
田
隆
一
「
新
国
際
経
済
秩
序
の
機
構
的
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
―
平
等
参
加
権
と
国
際
農
業
開
発
基
金
」『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
二
九
巻
一
号
（
一
九
八
二

年
）
六
五
―
七
〇
頁
。

（
36
）
同
上
、
六
五
頁
。

（
37
）

G
.L

.d
e

L
ach

arrière,
L

,in
flu

en
ce

d
e

l ,in
égalité

d
e

d
évelop

p
em

en
t

d
es

É
tats

su
r

le
d

roit
in

tern
ation

al
,

R
.C

.A
.D

.I.,T
om

e-139,1973-II,p
.253.

（
38
）

G
.F

eu
er

et
H

.C
assan

,
D

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,2
e

éd
.,

s
u

p
r
a

n
ote

(23),p
.34.

（
39
）

Ib
id

.,p
.34.

（
40
）

G
.

F
eu

er,
L

es
p

rin
cip

es
fon

d
am

en
tau

x
d

an
s

le
d

roit
in

tern
ation

al
d

u
d

évelop
p

em
en

t
,

en
S

ociété
fran

çaise
p

ou
r

le
d

roit
in

tern
ation

al,
L

e
s

p
a

y
s

e
n

v
o
ie

d
e

d
é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
e
t

tr
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
d

u
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l,
s
u

p
r
a

n
ote

(4),p
.225.

（
41
）
西
海
「『
開
発
の
国
際
法
』
に
お
け
る
補
償
的
不
平
等
観
念
」
前
掲
註(

25)

四
二
頁
。

（
42
）
以
下
の
点
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
現
代
国
際
法
に
お
け
る
規
範
の
差
異
化
―
国
際
法
規
範
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
―(

一)

」『
法
学
新
報
』
一
一
五
巻

一
・
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
六
―
一
一
一
頁
、
参
照
。

（
43
）

G
.L

.d
e

L
ach

arrière,
A

sp
ects

récen
ts

d
u

classem
en

t
d

,u
n

p
ays

com
m

e

《m
oin

s
d

évelop
p

é

》

,
A

.F
.D

.I.,T
om

e-13,1967,p
.704.

（
44
）

G
L

.d
e

L
ach

arrière,
L

,in
flu

en
ce

d
e

l ,in
égalité

d
e

d
évelop

p
em

en
t

d
es

É
tats

su
r

le
d

roit
in

tern
ation

al
,
s
u

p
r
a

n
ote

(37),p
.253.

（
45
）

M
.V

irally,
P

an
oram

a
d

u
d

roit
in

tern
ation

alcon
tem

p
orain

,
R

.C
.A

.D
.I.,T

om
e-183,1983-V

,p
.326.

（
46
）

M
.B

ed
jaou

i,
T

o
w

a
r
d

s
a

n
e
w

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
e
c
o
n

o
m

ic
o
r
d

e
r

(P
aris:U

n
esco,1979),p

p
.251-253

;

西
海
「『
開
発
の
国
際
法
』
論
争
」
前
掲
註(

25)

一

六
四
―
一
六
六
頁
。

（
47
）
西
海
「『
開
発
の
国
際
法
』
論
争
」
前
掲
註(

25)

一
六
四
―
一
六
六
頁
。

（
48
）

M
.

V
irally,

C
on

clu
sion

d
u

colloq
u

e
,

en
S

ociété
fran

çaise
p

ou
r

le
d

roit
in

tern
ation

al,
L

e
s

p
a

y
s

e
n

v
o

ie
d

e
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
e
t

tr
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
d

u
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l,
s
u

p
r
a

n
ote

(4),p
.309.

“
　

”

“
　

”

“
　

”

“
　

”

“
　

”

“
　

”

一
一
九



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
二
〇

（
49
）

M
.V

irally,
L

a
ch

arte
d

es
d

roits
et

d
evoirs

écon
om

iqu
e

d
es

É
tats

,
A

.F
.D

.I.,T
om

e-20,1974,p
.65.

（
50
）

M
.

V
irally,

C
on

clu
sion

d
u

colloq
u

e
,

s
u

p
r
a

n
ote

(48),
p

.
309.

な
お
高
島
忠
義
は
、
こ
の
ヴ
ィ
ラ
リ
の
問
題
提
起
を
受
け
、d

u
alité

に
「
二
元
性
」、

p
lu

ralité
に
「
多
元
性
」
と
い
う
訳
を
あ
て
て
お
り
、
ま
た
後
の
国
際
環
境
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
分
析
に
お
い
て
も
、「
二
元
性
」
と
「
柔
軟
性
」
と
を
区
別
し

て
い
る
。
以
下
を
参
照
。
高
島
『
開
発
の
国
際
法
』
前
掲
註(

25)

五
二
頁
、
六
六
頁;

同
「
持
続
可
能
な
開
発
と
国
際
法
」『
法
学
研
究
』
七
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）

二
二
三
―
二
四
七
頁
。

（
51
）
例
え
ば
、
高
島
『
開
発
の
国
際
法
』
前
掲
註(

25)

二
三
頁
、
参
照
。

（
52
）

D
eclaration

on
th

e
E

stablish
m

en
t

of
a

N
ew

In
tern

ation
alE

con
om

ic
O

rd
er,1

M
ay

1974,U
N

/G
A

.R
es.3201(S

-V
I).

（
53
）

C
h

arter
of

E
con

om
ic

R
igh

ts
an

d
D

u
ties

of
S

tates,12
D

ecem
ber

1974,U
N

/G
A

.R
es.3281(X

X
IX

).

（
54
）

M
.V

irally,
C

on
clu

sion
d

u
colloqu

e
,
s
u

p
r
a

n
ote

(48),p
.309.

（
55
）

G
.L

.d
e

L
ach

arrière,
L

,in
flu

en
ce

d
e

l ,in
égalité

d
e

d
évelop

p
em

en
t

d
es

É
tats

su
r

le
d

roit
in

tern
ation

al
,
s
u

p
r
a

n
ote

(37),p
.239.

（
56
）
西
海
「
開
発
の
国
際
法
に
お
け
る
『
規
範
の
多
重
性
』
論
」
前
掲
注(

25)

五
頁
。

（
57
）
同
上
、
六
―
七
頁
。

（
58
）
同
上
、
六
頁
。

（
59
）
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
多
様
性
を
最
も
端
的
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
国
連
海
洋
法
条
約
で
あ
る
。
同
条
約
で
は
、「
沿
岸
国
」「
海
峡
沿
岸
国
」「
群
島
国
」

「
内
陸
国
／
通
過
国
」「
地
理
的
不
利
国
」
と
い
っ
た
地
理
的
属
性
に
加
え
て
、「
そ
の
国
民
が
伝
統
的
に
当
該
排
他
経
済
水
域
で
漁
獲
を
行
っ
て
き
た
国
」「
資
源
の
調
査

及
び
識
別
に
実
質
的
な
努
力
を
払
っ
て
き
た
国
」「
接
続
す
る
水
域
に
お
い
て
当
該
資
源
を
漁
獲
す
る
国
」「
そ
の
国
民
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
高
度

回
遊
性
の
種
を
漁
獲
す
る
国
」「
遡
河
性
資
源
の
母
川
国
／
遡
河
性
資
源
を
漁
獲
す
る
国
」
と
い
っ
た
漁
業
活
動
や
歴
史
的
経
緯
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
の
基
準
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
発
展
段
階
と
地
理
的
属
性
の
混
合
型
と
し
て
は
、「
沿
岸
国
で
あ
る
先
進
国
」
と
「
沿
岸
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
」、「
内
陸
国
で
あ
る
先
進
国
」
と

「
内
陸
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
」、「
地
理
的
不
利
国
で
あ
る
先
進
国
」
と
「
地
理
的
不
利
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
」
と
い
っ
た
対
比
や
、「
そ
の
大
陸
棚
か
ら
生
産
さ
れ
る

鉱
物
資
源
の
純
輸
入
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
」
な
ど
の
国
家
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
存
在
す
る
。

（
60
）
西
海
「『
開
発
の
国
際
法
』
論
争
」
前
掲
註(

25)

。

（
61
）
同
上
、
一
五
〇
―
一
五
四
頁
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
。

（
62
）

P
.W

eil,
V

ers
u

n
e

n
orm

ativité
relative

en
d

roit
in

tern
ation

al?
,
R

.G
.D

.I.P
.,T

om
e-86,1982,p

p
.5-47.

“
　

”

“
　

”

“
　

”

“
　

”

“
　

”



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
三
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
一
年
　
三
月
）

（
63
）

Ib
id

.,p
.9.

（
64
）

Ib
id

.,p
p

.11-13.

（
65
）

P
.

W
eil,

C
on

clu
sion

,
en

C
en

tre
d

e
rech

erch
es

et
d

,étu
d

es
su

r
les

sociétés
m

éd
iterran

éen
n

es,
L

a
fo

r
m

a
tio

n
d

e
s

n
o

r
m

e
s

e
n

d
r
o

it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,
s
u

p
r
a

n
ote

(17),p
.363.

（
66
）
西
海
「『
開
発
の
国
際
法
』
論
争
」
前
掲
註(

25)

一
五
四
―
一
五
六
頁
。

（
67
）
同
上
、
一
六
〇
―
一
六
三
頁
。

（
68
）
同
上
、
一
六
四
頁
。

（
69
）
同
上
、
一
六
四
―
一
七
一
頁
。

（
70
）
同
上
、
一
六
四
―
一
六
七
頁
。

（
71
）

M
.B

ed
jaou

i,
T

o
w

a
r
d

s
a

n
e
w

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
e
c
o
n

o
m

ic
o
r
d

e
r
,

s
u

p
r
a

n
ote

(46),p
.254.

（
72
）

A
.M

ah
iou

,
U

n
e

fin
alité

en
tre

le
d

évelop
p

em
en

t
et

la
d

ép
en

d
an

ce
,en

C
en

tre
d

e
rech

erch
es

et
d

,étu
d

es
su

r
les

sociétés
m

éd
iterran

éen
n

es,

L
a

fo
r
m

a
tio

n
d

e
s

n
o
r
m

e
s

e
n

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,
s
u

p
r
a

n
ote

(17),p
.24.

（
73
）
西
海
「
南
北
問
題
と
国
際
立
法
」
前
掲
註(

4)

一
―
三
四
頁
。

（
74
）
同
上
、
四
頁
。

（
75
）

L
.R

ajam
an

i,
D

iffe
r
e
n

tia
l

T
r
e
a

tm
e
n

t
in

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
E

n
v

ir
o
n

m
e
n

ta
l

L
a

w
(O

xford
:O

xford
U

n
iversity

P
ress,2006),p

p
.13-53.

（
76
）

Ib
id

.,p
.52.

（
77
）

Ib
id

.,p
.251.

（
78
）
柳
赫
秀
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
途
上
国
―
途
上
国
の
『
体
制
内
化
』
の
経
緯
と
意
義
・
下
―
Ⅰ
」『
貿
易
と
関
税
』
二
〇
〇
〇
年
七
月
号
、
五
二
―
五
三
頁
。

（
79
）

P
.C

u
llet,

D
iffe

r
e
n

tia
l

T
r
e
a

tm
e
n

t
in

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
E

n
v

ir
o
n

m
e
n

ta
l

L
a

w
(A

ld
ersh

ot:A
sh

gate,2003),p
.8.

（
80
）

Ib
id

.,p
.15.

（
81
）

Ib
id

.,p
.29.

（
82
）

M
.

B
en

ch
ikh

,
B

ilan
d

u
d

roit
in

tern
ation

al
d

u
d

évelop
p

em
en

t
,

C
u

r
s
o
s

E
u

r
o
m

e
d

ite
r
r
à

n
e
o
s

B
a

n
c
a

ja
d

e
D

e
r
e
c
h

o
In

te
r
n

a
c
io

n
a

l,
V

ol.
II,

1998,p
p

.293-303.

“
　

”

“
　

”

“
　

”

一
二
一



国
際
法
に
お
け
る
異
な
る
待
遇
の
複
合
的
機
能
―
「
規
範
の
多
重
性
」
論
争
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一
二
二

（
83
）
こ
の
点
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
一
部
の
国
際
法
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
「
開
発
の
国
際
法
」
の
視
点
に
よ
る
研
究
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
点
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。G

.
F

eu
er

et
H

.
C

assan
,

D
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t,
2

e
éd

.,

s
u

p
r
a

n
ote

(23);
G

.
F

eu
er,

L
,U

rgu
ay

rou
n

d
et

les
p

ays
en

d
évelop

p
em

en
t

,
A

.F
.D

.I.,
T

om
e-40,

1994,
p

p
.758-775

;
G

.
F

eu
er,

L
ibéralism

e,

m
on

d
ialisation

et
d

évelop
p

em
en

t-à
p

rop
os

d
e

qu
elqu

es
réalités

am
bigu

ës
,

A
.F

.D
.I.,

T
om

e-45,1999,p
p

.148-164;

高
島
『
開
発
の
国
際
法
』
前
掲
註

(

25);

西
海
「
南
北
問
題
と
国
際
立
法
」
前
掲
註(

4);

位
田
隆
一
「
国
際
貿
易
体
制
と
発
展
途
上
国
」『
国
際
問
題
』
四
六
三
号
（
一
九
九
八
年
）
四
八
―
六
〇
頁;

伊
藤

「『
開
発
の
国
際
法
』
の
再
検
討
」
前
掲
註(

25)

。

（
84
）

G
.

F
eu

er,
In

terven
tion

,
en

Y
.

D
au

d
et

(d
ir.),

L
e
s

N
a

tio
n

s
U

n
ie

s
e
t

le
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
s
o
c
ia

l
in

te
r
n

a
tio

n
a

l,
C

in
q

u
ièm

es
ren

con
tres

in
tern

ation
ales

d
e

l ,in
stitu

t
d

,étu
d

es
p

olitiqu
es

d
,A

ix-en
-P

roven
ce

(P
aris:P

ed
on

e,1996),p
.123.

（
85
）
一
九
九
〇
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
的
・
文
化
的
開
発
の
国
際
法
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
題
と
は
、
こ
の
よ
う
な
開
発
の
国
際
法
の
経
済
的
側
面
を
重

視
す
る
開
発
観
で
あ
っ
た
。A

.P
ellet

et
J-M

.S
orel(d

ir.),
L

e
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
d

u
d

é
v

e
lo

p
p

e
m

e
n

t
s
o
c
ia

l
e
t

c
u

ltu
r
e
l,

s
u

p
r
a

n
ote

(19).

も
っ
と
も
、

同
法
は
、
当
初
か
ら
開
発
の
経
済
的
側
面
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ラ
リ
も
「
開
発
の
国
際
法
へ
向
け
て
」
の
な
か

で
、
開
発
問
題
を
経
済
問
題
と
同
一
視
す
る
見
解
を
単
純
か
つ
不
十
分
で
あ
る
と
論
難
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
開
発
と
は
経
済
に
関
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

開
発
と
は
す
ぐ
れ
て
社
会
的
な
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
開
発
は
、
社
会
生
活
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
生
活
や
、
社
会
に
暮
ら
す
人
々
の
精
神
な
ど
、
社
会
の
す
べ

て
の
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
」。M

.V
irally,

V
ers

u
n

d
roit

in
tern

ation
ald

u
d

évelop
p

em
en

t
,
s
u

p
r
a

n
ote

(10),p
.3.

（
86
）
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
機
能
変
化
及
び
現
状
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、I.

T
aylor

an
d

K
.

S
m

ith
,

U
n

ite
d

N
a

tio
n

s
C

o
n

fe
r
e
n

c
e

o
n

T
r
a

d
e

a
n

d
D

e
v

e
lo

p
m

e
n

t

(
U

N
C

T
A

D
)

(N
ew

Y
ork

:R
ou

tled
ge,2007)

、
参
照
。

（
87
）

S
.

S
u

r,
L

es
p

h
én

om
èn

es
d

e
m

od
e

en
d

roit
in

tern
ation

al
,

en
S

ociété
fran

çaise
p

ou
r

le
d

roit
in

tern
ation

al,
L

e
d

r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
e
t

le

te
m

p
s
,

C
olloqu

e
d

e
P

aris
(P

aris:P
ed

on
e,2001),p

.54.

（
88
）
例
え
ば
、
高
島
『
開
発
の
国
際
法
』
前
掲
註(

25)

二
三
頁
、
参
照
。

（
89
）

M
.F

lory,
L

e
con

cep
t

d
e

d
roit

in
tern

ation
ald

u
d

évelop
p

em
en

t
25

ap
rés

,

『
法
学
新
報
』
九
四
巻
一
一
・
一
二
号
（
一
九
八
八
年
）
六
―
七
頁
。

（
90
）
法
的
形
式
と
法
以
外
の
形
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
処
理
手
続
に
お
け
る
紛
争
当
事
者
間
の
実
質
的
平
等
を
め
ぐ
る
諸
研
究
が
興
味
深
い
。
当
初
、
同

手
続
に
お
け
る
実
質
的
平
等
に
つ
い
て
は
、
紛
争
解
決
了
解
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｔ
規
定
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
実
際
の
適
用
上
、
同
規
定
の
実
効
性
の
欠
如
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、
国
際
組
織
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
以
外
の
形
式
を
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“
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”

“
　

”



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
四
三
巻
　
　
第
三
・
四
合
併
号
（
二
〇
一
一
年
　
三
月
）

含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、C

.P
.

B
ow

n
,

S
e
lf-E

n
fo

r
c
in

g
T

r
a

d
e
:

D
e
v

e
lo

p
in

g
C

o
u

n
tr

ie
s

a
n

d
W

T
O

D
is

p
u

te
S

e
ttle

m
e
n

t

(W
ash

ign
ton

,D
.C

.:B
rookin

gs
In

stitu
tion

,2009)

、
参
照
。

（
91
）

L
.R

ajam
an

i,
D

iffe
r
e
n

tia
l

T
r
e
a

tm
e
n

t
in

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
E

n
v

ir
o
n

m
e
n

ta
l

L
a

w
,

s
u

p
r
a

n
ote

(75),p
.162.

（
92
）
西
海
「
南
北
問
題
と
国
際
立
法
」
前
掲
註(

4)

二
八
―
二
九
頁
。

（
93
）

M
.-P

.
L

an
fran

ch
i,

L
e

statu
t

d
es

p
ays

en
voie

d
e

d
évelop

p
em

en
t

d
an

s
le

régim
e

clim
at:

le
p

rin
cip

e
d

e
d

u
alité

d
es

n
orm

es
revisité

?
,

en

S
ociété

fran
çaise

p
ou

r
le

d
roit

in
tern

ation
al,

L
e

d
r
o
it

in
te

r
n

a
tio

n
a

l
fa

c
e

a
u

x
e
n

je
u

x
e
n

v
ir

o
n

n
e
m

e
n

ta
u

x
,C

olloqu
e

d
,A

ix-en
-P

roven
ce

(P
aris:

P
ed

on
e,2010),p

.280.

（
94
）
近
年
の
研
究
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
以
下
を
参
照
。R

.S
t.J.

M
acd

on
ald

,
S

olid
arity

in
th

e
p

ractice
an

d
d

iscou
rse

of
p

u
blic

in
tern

ation
al

law
,

P
a

c
e

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
L

a
w

R
e
v

ie
w

,
V

ol.8,Issu
e

2,1996,p
p

.259-302
;R

.W
olfru

m
,

S
olid

arity
am

on
gst

S
tates:A

n
E

m
ergin

g
P

rin
cip

le
of

In
tern

ation
al

L
aw

,
in

P
.-M

.
D

u
p

u
y

et
al

(ed
s.),

V
ö
lk

e
r
r
e
c
h

t
a

ls
W

e
r
to

r
d

n
u

n
g
,

F
e
s
ts

c
h

r
ift

fü
r

C
h

r
is

tia
n

T
o
m

u
s
c
h

a
t

(K
eh

l:
N

.P
.

E
n

gel,
2006),

p
p

.
1087-

1101;R
.W

olfru
m

an
d

C
.K

ojim
a

(ed
s.),

S
o
lid

a
r
ity

:
A

S
tr

u
c
tu

r
a

l
P

r
in

c
ip

le
o
f

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
L

a
w

(H
eid

elberg:S
p

rin
ger,2010).

（
95
）

P
.

D
an

n
,

S
olid

arity
an

d
th

e
L

aw
of

D
evelop

m
en

t
C

oop
eration

,
in

R
.

W
olfru

m
an

d
C

.
K

ojim
a

(ed
s.),

S
o
lid

a
r
ity

:
A

S
tr

u
c
tu

r
a

l
P

r
in

c
ip

le
o
f

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
L

a
w

,
s
u

p
r
a

n
ote

(94),
p

.
64.

こ
の
点
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
も
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
連
帯
観
念
の
一
方
的
な
性
質
を
指
摘
し
て
い
る
。R

.S
t.J.

M
ac-

d
on

ald
,

S
olid

arity
in

th
e

p
ractice

an
d

d
iscou

rse
of

p
u

blic
in

tern
ation

allaw
,
s
u

p
r
a

n
ote

(94),p
p

.279-282

（
96
）

P
.D

an
n

,
S

olid
arity

an
d

th
e

L
aw

of
D

evelop
m

en
t

C
oop

eration
,

s
u

p
r
a

n
ote

(95),p
.64.

（
97
）
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
義
務
の
相
関
性
は
、
先
進
国
と
途
上
国
が
同
一
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ダ
ン
自
身
、
こ
の
こ
と
を
義
務
の
相
関
性

と
相
互
性
（recip

ro
city

）
と
の
違
い
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。「
義
務
の
相
関
性
は
、
相
互
性
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
関
性
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
が
、

同
じ
量
の
援
助
を
相
互
に
与
え
合
う
こ
と
、
ま
た
は
平
等
に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
要
求
の
度
合
い
が
よ
り
低
い
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
義
務
の
相
関
性
は
、
共
通
目
標
の
達
成
が
一
方
的
な
努
力
の
対
象
で
は
な
く
、
共
通
の
任
務
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る
」（Ib

id
.,p

.61

）。

（
98
）

M
.

K
osken

n
iem

i,
F

r
o
m

A
p

o
lo

g
y

to
U

to
p

ia
:

T
h

e
S

tr
u

c
tu

r
e

o
f

In
te

r
n

a
tio

n
a

l
L

e
g
a

l
A

r
g
u

m
e
n

t,
R

eissu
ed

w
ith

N
ew

E
p

ilogu
e

(C
am

brid
ge:

C
am

brid
ge

U
n

iversity
P

ress,2005),p
p

.600-615.

（
99
）
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
に
示
唆
を
受
け
た
。
大
賀
哲
「
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
の
政
治
思
想
―
普
遍
／
個
別
を
め
ぐ
る
境
界
の
政
治
学
」『
情
況
』
二
〇
〇

六
年
九
・
一
〇
月
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
三
四
―
一
五
九
頁
。
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一
二
三


